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渡
邉　

義
浩

は
じ
め
に

　

劉
義
慶
と
そ
の
幕
僚
は
な
ぜ
『
世
說
新
語
』
を
編
纂
し
た
の
か
。
川
勝
義
雄
は
、
反
逆
者
た
る
謝
靈
運
に
好
意
を
持
ち
、
文
帝
に
た
て

つ
く
張
敷
の
よ
う
な
人
物
に
喝
采
す
る
、
反
体
制
的
な
傾
向
を
持
つ
、
謝
靈
運
の
「
四
友
」
の
一
人
で
あ
る
何
長
瑜
を
『
世
說
新
語
』
の

編
者
と
考
え
、『
世
說
新
語
』
を
反
体
制
の
書
と
し
て
捉
え
る
。
そ
し
て
、
過
去
の
よ
き
時
代
へ
の
憧
憬
を
秘
め
た
『
世
說
新
語
』
は
、

才
能
を
持
ち
な
が
ら
世
に
入
れ
ら
れ
ぬ
文
人
の
心
を
惹
き
つ
け
、
そ
の
一
人
が
注
を
つ
け
た
梁
の
劉
孝
標
で
あ
っ
た
、
と
す
る（
１
）。
こ
れ
に

対
し
て
、
矢
淵
孝
良
は
、『
世
說
新
語
』
の
種
本
の
一
つ
で
あ
る
『
語
林
』
が
謝
氏
を
見
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
著
者
の
裴
啓
よ

り
も
さ
ら
な
る
寒
門
出
身
者
を
選
者
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
謝
靈
運
と
個
人
的
に
親
し
か
っ
た
何
長
瑜
が
撰
述
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す

こ
と
で
、
謝
氏
に
共
感
す
る
寒
門
出
身
者
が
撰
述
の
中
心
と
な
っ
た
、
と
す
る
の
で
あ
る（

２
）。

　

果
た
し
て
、
宗
室
の
劉
義
慶
が
、
自
ら
の
名
で
反
体
制
的
な
著
作
が
撰
せ
ら
れ
る
こ
と
を
容
認
し
、
そ
れ
が
劉
宋
下
に
お
い
て
普
及
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、『
世
說
新
語
』
を
実
際
に
編
纂
に
当
た
っ
た
幕
僚
達
の
立
場
の
み
か
ら
考
え
る
の
で
は
な
く
、
劉
義
慶
の
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視
座
か
ら
も
見
つ
め
直
す
た
め
、
当
該
時
代
を
規
定
し
て
い
た
貴
族
制
と
の
関
係
の
中
で
『
世
說
新
語
』
の
編
纂
意
図
を
追
究
す
る
も
の

で
あ
る
。

一
、
論
語
四
科

　
『
世
說
新
語
』
は
、
貴
族
に
と
っ
て
、
何
よ
り
も
基
礎
教
養
を
修
め
る
た
め
の
著
作
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
貴
族
の
家
系
と
歴
史
・

代
表
的
な
人
物
・
そ
の
事
跡
・
諱
・
通
称
な
ど
、
貴
族
の
一
人
ひ
と
り
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
人
事
に
よ
っ
て
成
立
す
る
国
家
的
身
分
制
度

で
あ
る
貴
族
制
の
中
で
、
貴
族
と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

謝
公
云
ふ
、「
金
谷
の
中
、
蘇
紹 
最
も
勝す
ぐ

れ
た
り
」
と
。
紹
は
是
れ
石
崇
の
姉
の
夫
、
蘇
則
の
孫
、
愉
の
子
な
り（
３
）。

　

こ
こ
で
『
世
說
新
語
』
は
、
金
谷
の
集
ま
り
の
中
で
は
蘇
紹
が
最
も
優
れ
て
い
た
、
と
い
う
謝
安
の
「
語
」（
言
葉
）
を
記
す
だ
け
で

は
な
く
、
蘇
紹
が
石
崇
の
姉
の
夫
で
あ
り
、
蘇
則
の
孫
で
、
蘇
愉
の
子
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
世
說
新
語
』
は

貴
族
の
一
人
ひ
と
り
を
理
解
す
る
た
め
の
入
門
書
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
十
分
な
量
と
は
言
え
な
い
。『
世
說

新
語
』
は
、
貴
族
の
列
伝
集
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
「
語
」
を
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
劉
孝
標
が

注
を
付
け
る
こ
と
で
、
貴
族
を
知
る
た
め
の
入
門
書
と
い
う
役
割
は
、
徹
底
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（

４
）。
こ
の
条
に
対
し
て
、
劉
孝
標
注
は
、

石
崇
の
「
金
谷
詩
敍
」
を
引
用
し
て
、
会
の
様
子
、
総
勢
三
十
名
の
列
席
者
中
、
吳
王
の
師
・
議
郞
・
關
中
侯
の
蘇
紹
が
筆
頭
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
、『
魏
書
』
を
引
用
し
て
蘇
則
の
伝
記
を
注
記
し
、『
晉
百
官
名
』
と
『
山
濤
啓
事
』
を
引
用
し
て
蘇
愉
の
伝
記
を
紹
介
し
て
い

る
。
周
到
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
て
劉
孝
標
注
の
『
世
說
新
語
』
を
通
読
す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
世
の
貴
族
は
自
ら
の
社
会
の
基
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本
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
れ
で
は
、『
世
說
新
語
』
は
、
そ
う
し
た
貴
族
と
し
て
の
教
養
の
う
ち
、
何
を
最
も
優
先
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
、
現
行
の
『
世

說
新
語
』
全
三
十
六
篇
の
冒
頭
四
篇
に
掲
げ
ら
れ
た
「
德
行
」「
言
語
」「
政
事
」「
文
學
」
で
あ
る（
５
）。
こ
れ
ら
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、『
論

語
』
先
進
篇
に
掲
げ
ら
れ
た
「
四
科
十
哲
」
の
「
四
科
」
で
あ
る（
６
）。
か
つ
て
述
べ
た
よ
う
に（
７
）、
貴
族
は
「
四
學
三
敎
」
と
総
称
さ
れ
る
多

く
の
文
化
に
兼
通
す
る
こ
と
を
良
し
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
根
底
に
置
か
れ
る
べ
き
も
の
は
、
儒
敎
で
あ
っ
た
。『
世
說
新
語
』
は
、『
論
語
』

の
「
四
科
」
そ
の
ま
ま
の
内
容
で
、
冒
頭
四
篇
を
編
纂
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

德
行
第
一
の
冒
頭
、
す
な
わ
ち
『
世
說
新
語
』
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
陳
蕃
の
尙
賢
で
あ
る
。

陳
仲
擧
、
言
は
士
の
則
爲
り
、
行
は
世
の
範
爲
り
。
車
に
登
り
轡
を
攬と

り
て
、
天
下
を
澄
淸
せ
ん
と
の
志
有
り
。
豫
章
太
守
と
爲
り
、

至
り
て
便た
だ

ち
に
徐
孺
子
の
在
る
所
を
問
ひ
、
先
づ
之
を
看
ん
と
欲
す
。
主
簿
白ま
う

す
、「
羣
情 

府
君
の
先
づ
廨
に
入
ら
ん
こ
と
を
欲
す
」

と
。
陳
曰
く
、「
武
王 

商
容
の
閭
に
式
し
、
席 

煖
ま
る
に
暇
あ
ら
ず
。
吾
の
賢
を
禮
す
る
に
、
何
の
不
可
か
有
ら
ん
」
と（
８
）。

　
『
世
說
新
語
』
は
、
後
漢
末
、
黨
人
の
中
心
で
あ
っ
た
陳
蕃
の
志
と（
９
）、
陳
蕃
が
徐
稺
と
い
う
賢
人
を
禮
遇
す
る
こ
と
を
政
務
よ
り
も
先

に
し
た
話
か
ら
始
ま
る
。
な
ぜ
、
後
漢
末
の
陳
蕃
か
ら
始
ま
る
の
か
、
と
い
う
問
題
は
、
三
で
論
ず
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
、
陳
蕃

の
德
行
が
尙
賢
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い）

10
（

。『
論
語
』
の
「
四
科
」
の
德
行
と
は
、
明
確
に
異
な
る
た
め
で
あ
る
。

　

尙
賢
を
德
行
と
す
る
こ
と
は
、
陳
蕃
の
話
に
止
ま
ら
な
い
。
続
く
第
二
話
は
周
乘
の
尙
賢
、
第
三
話
は
郭
泰
の
尙
賢
と
続
き
、
尙
賢
の

た
め
に
行
わ
れ
る
人
物
評
價
に
係
わ
る
記
述
が
第
十
三
話
ま
で
続
く
。第
十
四
話
に
は
、「
二
十
四
孝
」で
も
有
名
な
王
祥
の
孝
が
描
か
れ
、

第
十
八
話
に
は
、
裴
楷
の
廉
が
描
か
れ
る
。
德
行
第
一
の
全
四
十
七
話
の
中
で
は
、
人
物
評
價
を
含
め
た
尙
賢
が
十
九
例
、
孝
が
十
例
、

廉
が
九
例
を
占
め
、『
論
語
』
が
德
行
と
し
て
尊
重
す
る
恕
や
忠
を
凌
駕
し
て
い
る）

11
（

。
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『
世
說
新
語
』
が
貴
族
の
教
養
で
あ
る
「
四
科
」
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
る
「
德
行
」
と
は
、
人
物
評
價
に
基
づ
き
賢
人
を
登
用
す
る
こ

と
な
の
で
あ
る）

12
（

。
こ
こ
で
は
、
州
大
中
正
の
制
と
曹
魏
末
の
五
等
爵
制
と
が
結
合
す
る
こ
と
で
、
世
襲
化
傾
向
を
強
く
帯
び
た
国
家
的
身

分
制
と
し
て
西
晉
で
成
立
し
た
貴
族
制
で
は
な
く）

13
（

、
本
来
あ
る
べ
き
貴
族
の
あ
り
方
と
し
て
、
貴
族
の
存
立
基
盤
で
あ
る
文
化
的
諸
價
値

を
評
價
し
、
そ
の
人
物
評
價
に
基
づ
く
登
用
を
行
う
べ
き
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る）

14
（

。
ま
た
、
後
漢
の
郷
擧
里
選
の
常
擧
で
あ
っ
た
孝

廉
科
の
重
視
す
る
孝
・
廉
が
、
尙
賢
に
次
い
で
多
く
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
後
漢
末
の
陳
蕃
か
ら
始
ま
る
こ
と
と
相
俟
っ
て
、『
世
說

新
語
』
が
持
つ
、
後
漢
「
儒
敎
國
家
」
へ
の
尊
重
を
示
す
。
そ
れ
は
三
で
詳
述
し
よ
う
。
德
行
第
一
に
収
め
ら
れ
た
話
は
、『
論
語
』
の

德
行
と
は
異
な
り
、
貴
族
が
自
ら
の
本
質
と
考
え
る
、
文
化
を
基
準
と
す
る
人
物
評
價
に
基
づ
く
登
用
と
し
て
の
尙
賢
を
中
心
と
す
る
の

で
あ
る
。

　

言
語
第
二
で
は
、
貴
族
の
会
話
に
お
け
る
表
現
技
巧
と
典
拠
の
重
要
性
が
示
さ
れ
る）

15
（

。

諸
名
士 

共
に
洛
水
に
至
り
て
戲
る
。
還
り
て
樂
令 

王
夷
甫
に
問
ひ
て
曰
く
、「
今
日
の
戲
は
樂
し
か
り
し
や
」
と
。
王
曰
く
、「
裴

僕
射 

善
く
名
理
を
談
じ
、
混
混
と
し
て
雅
致
有
り
。
張
茂
先 

史
・
漢
を
論
じ
、
靡
靡
と
し
て
聽
く
可
し
。
我 

王
安
豐
と
與
に
延
陵
・

子
房
を
說
き
、
亦
た
超
超
と
し
て
玄
著
な
り
き
」
と）

16
（

。

　

貴
族
が
洛
水
で
遊
ん
だ
帰
り
、
樂
廣
（
樂
令
）
が
王
衍
（
王
夷
甫
）
に
会
の
評
價
を
尋
ね
る
と
、
裴
頠
（
裴
僕
射
）
は
名
理
の
論
を
談

じ
、
張
華
（
張
茂
先
）
は
『
史
記
』・『
漢
書
』
を
論
じ
、
王
衍
と
王
戎
（
王
安
豐
）
は
春
秋
の
吳
王
壽
夢
の
子
季
札
（
延
陵
）
と
劉
邦
の

謀
臣
張
良
（
子
房
）
と
を
説
い
た
こ
と
が
樂
し
か
っ
た
、
と
答
え
た
と
い
う
。
裴
頠
は
、「
崇
有
論
」
を
著
わ
し
て
王
衍
ら
と
『
老
子
』『
周

易
』
を
議
論
し
て
お
り
、
こ
こ
で
の
「
名
理
」
も
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
玄
學
の
論
理
と
考
え
て
よ
い）

17
（

。
陳
壽
や
陸
機
を
抜
擢
し
た
張
華
は
、

『
博
物
志
』
を
著
し
て
お
り
、
も
と
よ
り
歴
史
に
造
詣
が
深
い）

18
（

。
張
良
の
議
論
に
も
、
自
ら
の
見
解
を
述
べ
た
で
あ
ろ
う
。
張
良
と
共
に
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王
衍
・
王
戎
が
説
い
た
延
陵
の
季
札
の
議
論
に
は
、
春
秋
學
に
精
通
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

言
語
篇
が
踏
ま
え
る
典
拠
を
確
認
す
る
と
、
07
『
春
秋
公
羊
傳
』・『
春
秋
左
氏
傳
』、
17
『
論
語
』、
23
『
史
記
』・『
漢
書
』、
38
『
漢
書
』、

42
『
史
記
』、
44
『
禮
記
』、
47
『
春
秋
左
氏
傳
』、
56
『
詩
經
』、
58
『
漢
書
』、
60
『
論
語
』、
61
『
莊
子
』、
64
『
老
子
』、
66
『
莊
子
』、

69
『
春
秋
左
氏
傳
』、
70
『
禮
記
』、
72
『
後
漢
書
』、
75
『
莊
子
』、
79
『
春
秋
左
氏
傳
』、
80
『
詩
經
』、
84
『
老
子
』、
86
陸
機
の
弔
文
、

93
『
詩
經
』、
94
『
詩
經
』、
99
『
周
易
』、
103
『
論
語
』、
105
『
論
語
』
と
な
る
。

　
『
世
說
新
語
』
に
収
録
さ
れ
る
貴
族
の
会
話
は
、
經
書
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、『
史
記
』・『
漢
書
』
と
い
っ
た
史
書
、『
莊
子
』・『
老
子
』

と
い
っ
た
子
書
、
さ
ら
に
は
、
陸
機
の
「
弔
魏
武
帝
文）

19
（

」
と
い
う
集
部
の
著
作
ま
で
を
典
拠
に
成
立
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
広
範
な
知
識

に
「
兼
通
」
す
る
こ
と
が
、
貴
族
の
教
養
と
し
て
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
兼
通
は
容
易
で
は
な
い
。『
世
說
新
語
』
を
読
む

こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
通
読
せ
ず
と
も
、
典
拠
と
し
て
の
用
い
ら
れ
方
を
学
び
得
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
論
語
』
の
「
四
科
」
で
は
弁
舌
と

い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
「
言
語
」
は
、『
世
說
新
語
』
で
は
、
言
語
表
現
に
幅
広
い
典
拠
を
持
つ
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
文
學
」
は
、『
論
語
』
の
「
四
科
」
で
は
学
問
、
す
な
わ
ち
儒
敎
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
世
說
新
語
』

の
文
學
第
四
は
、
学
問
の
範
囲
を
儒
敎
に
止
め
な
い
。
そ
れ
で
も
文
學
第
四
は
、
漢
の
儒
敎
を
集
大
成
し
た
鄭
玄
が
、
馬
融
に
学
ん
だ
際

の
話
か
ら
始
ま
る）

20
（

。
そ
し
て
、
鄭
玄
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
服
虔
が
批
判
さ
れ
る
。

鄭
玄 

春
秋
傳
を
注
せ
ん
と
欲
し
、
尙
ほ
未
だ
成
ら
ず
。
時
に
行
き
て
服
子
愼
と
客
舎
に
遇
宿
し
、
先
に
未
だ
相 

識
ら
ず
。
服 

外
に

在
り
、
車
上
に
人
と
己
の
傳
を
注
す
る
の
意
を
說
く
。
玄 

之
を
聽
く
こ
と
良や

や
久
し
き
に
、
多
く
己
と
同
じ
。
玄 

車
に
就
き
て
與

に
語
り
て
曰
く
、「
吾 

久
し
く
注
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
尙
ほ
未
だ
了を
は

ら
ず
。
君
の
向さ
き

の
言
を
聽
く
に
、
多
く
吾
と
同
じ
。
今 

當
に
盡

く
注
す
る
所
を
以
て
君
に
與
ふ
べ
し
」
と
。
遂か
く

て
服
氏
の
注
爲な

る）
21
（

。
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『
世
說
新
語
』
は
こ
の
よ
う
に
、
服
虔
は
鄭
玄
か
ら
注
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
春
秋
左
氏
傳
解
誼
』
を
完
成
し
得
た
と
す
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
服
虔
が
姓
名
を
隠
し
て
崔
烈
の
門
弟
の
飯
炊
き
と
な
り
、
崔
烈
の
左
傳
注
を
盗
も
う
と
し
た
話
も
伝
え
て

お
り
（
文
學
第
四
）、『
世
說
新
語
』
が
服
虔
を
貶
め
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。『
世
說
新
語
』
が
編
纂
さ
れ
た
劉
宋
を
含
む
南
朝

の
儒
敎
で
あ
る
「
南
學
」
は
、
詩
と
三
禮
は
鄭
玄
、
易
は
王
弼
、
尙
書
は
僞
孔
安
國
傳
、
左
傳
は
杜
預
の
注
を
用
い
て
い
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
北
朝
の
「
北
學
」
で
は
、
詩
・
三
禮
・
易
・
尙
書
は
鄭
玄
、
左
傳
は
服
虔
の
注
を
用
い
て
い
る）

22
（

。『
世
說
新
語
』
は
、
北
朝
が
尊

重
す
る
服
虔
の
『
春
秋
左
氏
傳
解
誼
』
を
貶
め
る
こ
と
に
よ
り
、
南
朝
の
文
化
的
優
越
性
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
『
世
說
新
語
』
文
學
第
四
は
、「
文
學
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
学
問
の
範
囲
を
儒
敎
に
の
み
止
め
な
い）

23
（

。
そ
れ
は
言

語
第
二
に
、
広
い
典
拠
が
見
ら
れ
た
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。

阮
宣
子 

令
聞
有
り
。
太
尉
の
王
夷
甫 
見
て
問
ひ
て
曰
く
、「
老
莊
と
聖
敎
と
は
同
じ
き
か
異
な
る
か
」
と
。
對
へ
て
曰
く
、「
將は

た

同
じ
き
無
か
ら
ん
や
」
と
。
太
尉 

其
の
言
を
善
し
と
し
、
之
を
辟
し
て
掾
と
爲
す
。
世
に
三
語
掾
と
謂
ふ）

24
（

。

　

阮
脩
（
阮
宣
子
）
が
王
衍
（
王
夷
甫
）
に
老
莊
と
儒
敎
の
違
い
を
聞
か
れ
「
將
無
同
（
將は

た
同
じ
き
無
か
ら
ん
や
）」
と
答
え
、
太
尉

掾
に
辟
召
さ
れ
て
「
三
語
掾
」
と
呼
ば
れ
た
、
と
い
う
有
名
な
話
で
あ
る
。「
將
無
同
」
は
、
玄
學
の
儒
敎
と
の
近
接
性
を
象
徴
的
に
表

現
す
る
言
葉
で
あ
る
と
共
に
、
王
衍
の
淸
談
が
西
晉
を
滅
ぼ
し
た
と
言
わ
れ
る
、
王
衍
の
人
事
基
準
の
曖
昧
さ
を
も
伝
え
る
。
そ
し
て
、

「
三
語
」
の
表
現
へ
の
高
い
評
價
は
、
長
大
な
「
論
」
で
は
な
く
、
玄
學
を
そ
の
思
想
の
中
核
に
置
き
な
が
ら
、
警
句
的
な
短
縮
表
現
を

重
視
す
る
淸
談
の
價
値
基
準
を
象
徴
す
る）

25
（

。

　

淸
談
に
は
、
中
心
的
な
論
題
が
あ
っ
た
。
東
晉
の
佐
命
の
臣
で
あ
る
王
導
は
、
そ
の
中
核
に
精
通
し
て
い
た
。

舊
に
云
ふ
、「
王
丞
相 

江
左
に
過よ
ぎ

り
て
よ
り
、
止た

だ
聲
無
哀
樂
・
養
生
・
言
盡
意
の
三
理
を
道い

ふ
の
み
。
然
れ
ど
も
宛
轉
關
生
し
て
、
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入
ら
ざ
る
所
無
し
」
と）

26
（

。

　
「
聲
無
哀
樂
」
論
・「
養
生
」
論
・「
言
盡
意
」
論
の
う
ち
、
前
者
二
論
は
嵆
康
と
関
わ
り
を
持
つ）

27
（

。
西
晉
が
王
衍
の
淸
談
に
よ
っ
て
滅

び
た
と
い
う
「
淸
談
亡
国
論
」
が
唱
え
ら
れ
る
中
で
、
王
導
が
玄
學
に
基
づ
く
淸
談
を
継
承
し
て
い
た
こ
と
は
、
貴
族
に
お
け
る
玄
學
と

淸
談
の
重
要
性
を
端
的
に
物
語
る）

28
（

。

　

し
か
も
淸
談
は
、
麈
尾
を
振
り
な
が
ら
単
に
議
論
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
談
「
理
」
の
正
し
さ
を
競
う
も
の
で
あ
っ
た）

29
（

。
こ
の
た
め
、

各
人
に
得
手
不
得
手
な
論
題
が
存
在
し
た
。

殷
中
軍 

思
慮 

通
長
な
る
と
雖
も
、
然
も
才
性
に
於
て
偏ひ
と
へに
精く
は

し
。
忽
と
し
て
言 

四
本
に
及
べ
ば
、
便
ち
湯
池
・
鐵
城
の
若
く
、
攻

む
可
き
の
勢
無
し）

30
（

。

　

殷
浩
は
、「
才
性
四
本
論
」
に
詳
し
く）

31
（

、
ひ
と
た
び
談
論
が
そ
こ
に
及
ぶ
と
、
誰
も
攻
め
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
東
晉

の
貴
族
は
、
あ
た
か
も
後
漢
の
儒
者
が
儒
敎
を
究
め
よ
う
と
し
た
よ
う
に
、
淸
談
に
お
け
る
「
理
」
を
研
ぎ
澄
ま
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
文
學
第
四
は
、
後
漢
末
の
儒
敎
、
西
晉
の
玄
學
、
そ
れ
に
基
礎
を
置
く
東
晉
の
淸
談
を
学
問
と
し
て
伝
え
る
。
そ
の
一

方
で
、
建
安
文
學
以
降
の
新
義
の
「
文
學
」
を
後
半
に
掲
げ）

32
（

、
曹
植
の
「
七
步
詩
」
な
ど
の
著
名
な
逸
話
を
収
録
し
て
、「
文
學
」
へ
の

評
價
を
も
記
し
て
い
る
。

簡
文 

許
掾
を
稱
し
て
云
ふ
、「
玄
度
の
五
言
詩
、
時
人
に
妙
絕
す
と
謂
ふ
可
し
」
と）

33
（

。

　

こ
こ
で
は
、
東
晉
の
簡
文
帝
が
、
許
詢
（
許
掾
）
の
五
言
詩
は
、
誰
よ
り
も
優
れ
て
い
る
、
と
評
し
て
い
る
。
皇
帝
自
ら
が
文
学
作
品

の
評
價
を
す
る
の
で
あ
る
。
文
學
も
ま
た
、
儒
敎
・
玄
學
と
並
ん
で
、
貴
族
必
須
の
文
化
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

こ
れ
ら
に
比
べ
て
、
史
學
は
、
危
険
を
伴
う
文
化
で
あ
っ
た
。
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習
鑿
齒 

史
才 

常
な
ら
ず
。
宣
武 

甚
だ
之
を
器
と
す
。
未
だ
三
十
な
ら
ざ
る
に
、
便
ち
用
ひ
て
荊
州
治
中
と
爲
す
。
鑿
齒
の
謝
牋
に

も
亦
た
云
ふ
、「
明
公
に
遇
は
ざ
れ
ば
、
荊
州
の
老
從
事
た
る
の
み
」
と
。
後 

都
に
至
り
、
簡
文
に
見
え
て
返
命
す
。
宣
武
問
ふ
、「
相

王
に
見
え
て
何
如
」
と
。
答
へ
て
云
ふ
、「
一
生 

曾か
つ

て
此
く
の
ご
と
き
人
を
見
ず
」
と
。
此
れ
に
よ
り
旨
に
忤さ
か
らひ
、
出
だ
さ
れ
て
滎

陽
郡
と
爲
り
、
性
理 

遂
に
錯
ふ
。
病
中
に
於
て
猶
ほ
漢
晉
春
秋
を
作
り
、
品
評 

卓
逸
な
り）

34
（

。

　

桓
溫
（
宣
武
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
「
史
才
」
を
高
く
評
價
さ
れ
て
い
た
習
鑿
齒
が
、
桓
溫
の
政
敵
で
あ
る
簡
文
帝
を
褒
め
称
え
て
左
遷

さ
れ
た
こ
と
は
、
史
と
い
う
文
化
の
危
険
性
を
象
徴
す
る
。
史
家
は
、
そ
の
評
價
を
史
書
と
し
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
た
め
、
権
力
者
に

と
っ
て
危
険
な
存
在
で
あ
っ
た）

35
（

。
唐
に
お
い
て
「
正
史
」
編
纂
と
し
て
結
実
す
る
、
史
書
を
編
纂
す
る
こ
と
で
生
ず
る
権
威
を
君
主
に
収

斂
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
の
先
駆
と
し
て
も）

36
（

、『
世
說
新
語
』
は
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
も
三
で
扱
う
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で

は
貴
族
の
学
問
の
中
に
、
史
學
も
含
ま
れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

　

貴
族
が
幅
広
い
文
化
を
身
に
つ
け
る
べ
き
必
要
性
を
伝
え
る
言
語
第
二
と
文
學
第
四
に
挟
ま
れ
た
『
世
說
新
語
』
政
事
第
三
で
は
、
政

事
が
「
仁
」「
孝
」
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
人
事
を
中
心
と
す
べ
き
こ
と
が
語
ら
れ
る）

37
（

。『
論
語
』
に
お
い
て
「
政
事
」
の
代
表
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
子
路
と
冉
有
が
、
そ
の
行
政
能
力
に
言
及
さ
れ
る
だ
け
で
、
二
人
と
も
に
「
其
の
仁
を
知
ら
ず
」（『
論
語
』
公
冶
長
第
五
）
と

評
さ
れ
る
こ
と
と
は
、
少
し
く
異
な
る
。

　

冒
頭
よ
り
三
話
は
、
後
漢
末
の
陳
寔
の
政
事
が
語
ら
れ
る
。
第
一
話
で
は
、
母
が
病
気
と
偽
り
休
暇
を
求
め
た
吏
を
陳
寔
が
死
刑
に
し

た
こ
と
か
ら
、
不
忠
不
孝
が
最
大
の
罪
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
第
二
話
で
は
、
陳
寔
が
強
盗
事
件
よ
り
も
間
引
き
の
取
り
調
べ
を
優
先

し
た
こ
と
か
ら
、
子
孫
を
残
す
孝
の
重
要
性
を
説
く
。
第
三
話
は
、
陳
寔
の
政
事
が
強
者
に
德
、
弱
者
に
仁
で
対
応
し
た
こ
と
か
ら
、
そ

れ
が
孔
子
や
周
公
に
準
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
陳
寔
の
政
事
は
、
孔
子
に
「
仁
」
と
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
子
路
と
冉
有
と
は
異
な
り
「
仁
」
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「
孝
」
と
評
さ
れ
て
い
る
点
で
表
面
的
に
は
相
違
も
あ
る
が
、『
論
語
』
に
お
け
る
政
事
の
概
念
と
大
き
く
離
れ
る
こ
と
は
な
い
。『
世
說

新
語
』
の
政
事
の
特
徴
を
こ
こ
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。

　
『
世
說
新
語
』の
政
事
の
特
徴
は
人
事
、と
り
わ
け
人
事
の
た
め
の
人
物
評
價
を
重
視
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。人
物
評
價
は
、淸
談
に
よ
っ

て
定
ま
る
こ
と
も
多
い
。
こ
の
た
め
、
貴
族
は
淸
談
を
戦
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
事
と
な
り
、
実
際
の
政
務
を
疎
か
に
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

王
・
劉 

林
公
と
與
に
共
に
何
驃
騎
を
看
る
。
驃
騎 

文
書
を
看
て
之
を
顧
み
ず
。
王 

何
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
我 

今
故
こ
と
さ
らに
林
公
と
與
に

來
り
て
相 

看
る
。
卿 
常
務
を
擺
撥
し
、
應
對
し
て
共
に
言
ふ
を
望
む
。
那な

得ん

ぞ
方
に
低
頭
し
て
此
れ
を
看
る
や
」
と
。
何
曰
く
、「
我 

此
れ
を
看
ざ
れ
ば
、
卿
ら
何
を
以
て
存
す
る
を
得
ん
」
と
。
諸
人 

以
て
佳
し
と
爲
す）

38
（

。

　

王
濛
と
劉
惔
が
支
遁
（
林
公
）
と
共
に
何
充
（
何
驃
騎
）
の
も
と
を
尋
ね
た
が
、
何
充
は
実
務
を
止
め
な
か
っ
た
。
実
務
を
ひ
と
ま
ず

置
い
て
、
共
に
語
ろ
う
と
い
う
王
濛
に
対
し
て
、
何
充
は
、「
わ
た
し
が
実
務
を
見
な
け
れ
ば
、
君
た
ち
は
存
在
で
き
な
い
で
は
な
い
か
」

と
述
べ
、
実
務
を
せ
ず
、
淸
談
に
明
け
暮
れ
る
王
濛
た
ち
に
言
い
返
し
た
、
と
い
う
。

　
『
世
說
新
語
』
の
眼
目
は
、
淸
談
を
代
表
す
る
王
濛
・
劉
惔
・
支
遁
の
三
人
に
、
何
充
が
怯
ま
ず
に
言
い
返
し
た
「
語
」
の
記
録
に
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
注
目
す
べ
き
は
、
何
充
の
対
応
を
『
世
說
新
語
』
が
「
諸
人 

以
て
佳
し
と
爲
す
」
と
評
價
す
る
こ
と
に
あ
る
。『
世

說
新
語
』
は
、
実
務
を
す
る
南
土
の
寒
門
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る）

39
（

。
や
が
て
そ
れ
が
軍
事
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
は
、
三

で
再
論
し
よ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
劉
孝
標
注
が
引
く
東
晉
の
孫
盛
『
晉
陽
秋
』
は
、「
何
充 

王
濛
・
劉
惔
と
好
尙
同
じ
か
ら
ず
。
此
れ
に
由
り
て
當
世

に
譏
ら
る
（
何
充
與
王
濛
・
劉
惔
好
尙
不
同
。
由
此
見
譏
於
當
世
）」
と
述
べ
る
。
西
晉
に
対
す
る
「
淸
談
亡
国
論
」
が
な
お
残
る
東
晉

に
お
い
て
、
淸
談
の
誘
い
を
断
り
、
実
務
を
続
け
る
こ
と
を
無
粋
の
極
み
と
評
す
る
孫
盛
の
評
價
も
ま
た
興
味
深
い）

40
（

。
そ
れ
は
、
貴
族
の
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特
徴
と
し
て
皇
帝
権
力
か
ら
の
自
律
性
が
あ
り
、
皇
帝
の
官
僚
と
し
て
職
務
に
励
む
こ
と
は
自
律
性
を
損
な
う
、
と
い
う
考
え
方
の
存
在

を
予
測
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
二
で
詳
論
す
る
こ
と
に
し
て
、
一
で
検
討
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　
『
世
說
新
語
』
は
、
冒
頭
の
四
篇
に
お
い
て
、『
論
語
』
の
「
四
科
」
を
篇
名
と
し
な
が
ら
、『
論
語
』
本
来
の
意
味
で
は
な
く
、「
四
科
」

に
準
え
る
べ
き
貴
族
の
教
養
を
掲
げ
る
。
第
一
に
、
そ
れ
は
賢
人
を
登
用
す
る
た
め
の
人
物
評
價
で
あ
り
、
第
二
に
、
儒
敎
に
止
ま
ら
ず
、

玄
學
・
文
學
・
史
學
な
ど
多
く
の
文
化
に
兼
通
す
る
こ
と
で
あ
っ
た）

41
（

。
第
三
に
、
そ
れ
ら
の
著
作
を
典
拠
と
し
て
、
淸
談
に
代
表
さ
れ
る

洗
練
さ
れ
た
言
語
表
現
が
で
き
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
『
論
語
』
の
「
四
科
」
を
篇
名
と
し
て
表
現
す
る
こ

と
は
、『
世
說
新
語
』が
貴
族
の
み
な
ら
ず
、中
国
文
化
の
根
底
に
あ
る
儒
敎
を
教
養
の
基
礎
と
し
て
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
示
す
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
教
養
を
も
と
に
し
な
が
ら
、
貴
族
を
貴
族
と
し
て
卓
越
化
さ
せ
て
い
る
特
徴
に
つ
い
て
、『
世
說
新
語
』
は
ど

の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
、
貴
族
の
特
徴

　

か
つ
て
掲
げ
た
定
義
に
よ
れ
ば）

42
（

、
西
晉
か
ら
唐
ま
で
の
中
国
の
支
配
者
層
で
あ
る
貴
族
は
、
①
農
民
に
対
す
る
直
接
的
・
間
接
的
支
配

者
で
あ
る
と
い
う
階
級
支
配
者
と
し
て
の
側
面
、
②
国
家
の
高
官
を
代
々
世
襲
す
る
と
い
う
政
治
的
支
配
者
と
し
て
の
側
面
、
③
「
庶
」

に
対
し
て
「
士
」
の
身
分
を
持
つ
と
い
う
身
分
的
優
位
者
と
し
て
の
側
面
、
④
一
般
庶
民
が
関
与
し
得
な
い
文
化
を
担
う
と
い
う
文
化
的

優
越
者
と
し
て
の
側
面
の
ほ
か
、
⑤
皇
帝
権
力
に
対
し
て
自
律
性
を
保
持
す
る
と
い
う
側
面
を
属
性
に
持
つ
。
こ
う
し
た
貴
族
の
五
つ
の

属
性
は
、
等
價
値
に
並
立
す
る
の
で
は
な
く
、
貴
族
を
特
徴
づ
け
る
⑤
皇
帝
権
力
か
ら
の
自
律
性
の
基
盤
と
な
る
④
文
化
的
諸
價
値
の
専
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有
が
、
最
も
重
要
で
あ
る
。

　

④
文
化
的
諸
價
値
の
専
有
の
度
合
い
は
、
⑴
淸
談
を
通
じ
て
優
劣
が
判
断
さ
れ
、
そ
の
結
果
は
、
⑵
人
物
評
價
と
し
て
表
現
さ
れ
た
。

そ
こ
に
不
可
欠
な
こ
と
は
、
⑶
諸
文
化
へ
の
兼
通
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
培
わ
れ
た
文
化
的
諸
價
値
の
専
有
を
基
盤
と
す
る
⑤
皇
帝
権
力

か
ら
の
自
律
性
は
、
⑷
排
他
的
婚
姻
関
係
を
生
み
、
代
々
官
僚
を
独
占
し
た
結
果
生
ま
れ
る
⑸
郡
望
と
な
っ
て
、
高
い
郡
望
を
持
つ
北
来

貴
族
が
江
南
寒
門
を
蔑
視
す
る
⑹
南
北
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。『
世
說
新
語
』
は
、
こ
れ
ら
⑴
〜
⑹
を
記
述
す
る
こ
と
に
よ
り
、
貴
族

が
な
ぜ
支
配
階
層
で
あ
る
の
か
と
い
う
理
由
を
そ
の
特
徴
か
ら
描
き
出
す
。
す
で
に
、
⑴
淸
談
と
⑶
諸
文
化
へ
の
兼
通
は
一
で
扱
い
、
⑵

人
物
評
價
と
⑹
南
北
問
題
は
別
稿
で
論
じ
た
の
で）

43
（

、
こ
こ
で
は
、
⑤
皇
帝
か
ら
の
自
律
性
、
お
よ
び
そ
れ
か
ら
生
ま
れ
る
⑷
排
他
的
婚
姻

関
係
・
⑸
郡
望
を
検
討
し
て
い
こ
う
。

　

す
で
に
別
稿
で
述
べ
た
よ
う
に）

44
（

、『
世
說
新
語
』
に
お
い
て
⑤
皇
帝
か
ら
の
自
律
性
を
代
表
す
る
も
の
は
、
史
実
と
し
て
は
七
人
が
一

緒
に
活
動
し
た
こ
と
の
な
い
「
竹
林
の
七
賢
」
で
あ
っ
た
。

嵆
中
散 

旣
に
誅
せ
ら
る
る
や
、
向
子
期 

郡
計
に
擧
げ
ら
れ
洛
に
入
る
。
文
王 

引
進
し
て
、
問
ひ
て
曰
く
、「
君 

箕
山
の
志
有
り
と

聞
く
、
何
を
以
て
此
こ
に
在
り
し
や
」
と
。
對
へ
て
曰
く
、「
巢
・
許
は
狷
介
の
士
た
れ
ば
、
多
く
慕
ふ
に
足
ら
ず
」
と
。
王 

大
い

に
咨
嗟
す）

45
（

。

　

嵆
康
（
嵆
中
散
）
が
殺
さ
れ
、
向
秀
（
向
子
期
）
が
出
仕
す
る
と
、
司
馬
昭
（
文
王
）
は
向
秀
に
「
箕
山
の
志
」
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
尋
ね
る
。
向
秀
は
、
巢
父
と
許
由
は
「
狷
介
の
士
」
で
「
多
く
慕
ふ
に
足
ら
」
な
い
と
言
っ
た）

46
（

。『
世
說
新
語
』
は
こ
れ
を
受
け
て
、

「
王 

大
い
に
咨
嗟
」
し
た
と
終
わ
る
。
す
な
わ
ち
、
向
秀
を
出
仕
さ
せ
、
そ
の
自
律
性
を
屈
伏
さ
せ
た
こ
と
を
悦
ん
だ
者
は
、
文
王
司
馬

昭
と
い
う
君
主
権
力
で
あ
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
劉
孝
標
注
が
種
本
と
考
え
て
引
用
す
る
『
向
秀
別
傳
』
は
、
終
わ
り
方
が
異
な
る
。
文
王
の
問
い
の
部
分
か
ら
掲
げ

よ
う
。文

王 
問
ひ
て
曰
く
、「
君 

箕
山
の
志
有
り
と
聞
く
、
何
ぞ
能
く
自
ら
屈
す
る
か
」
と
。
秀
曰
く
、「
常
に
彼
の
人 

堯
の
意
に
逹
せ
ざ

る
と
謂
ふ
、
本
よ
り
慕
ふ
所
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
一
坐 

皆 

說よ
ろ
こぶ
。
次じ

に
隨
ひ
轉
じ
て
黃
門
侍
郞
、
散
騎
常
侍
に
至
る）

47
（

。

　

両
者
を
比
較
す
る
と
、『
世
說
新
語
』
が
、
種
本
の
『
向
秀
別
傳
』
か
ら
、
向
秀
が
「
自
ら
屈
」
し
た
と
い
う
表
現
を
省
き
、「
一
坐 

皆 

說
ぶ
」
を
「
王 

大
い
に
咨
嗟
す
」
に
改
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、『
世
說
新
語
』
は
、
向
秀
が
君
主
権
力
に
「
自
ら
屈
」

し
た
と
「
一
坐
」
の
「
名
士
」
が
「
説
」
ん
だ
こ
と
を
認
め
な
い
。
箕
山
に
隠
遁
し
て
堯
の
禪
讓
を
拒
否
し
た
許
由
に
対
す
る
向
秀
の
「
語
」

を
記
録
す
る
た
め
、
向
秀
が
出
仕
し
た
事
実
は
伝
え
る
も
の
の
、
感
嘆
し
た
者
は
あ
く
ま
で
王
に
留
め
る
。『
向
秀
別
傳
』
の
よ
う
に
、「
竹

林
の
七
賢
」
が
君
主
権
力
に
「
屈
」
し
た
こ
と
を
貴
族
の
源
流
で
あ
る
「
名
士
」
が
悦
ん
だ
と
は
、
伝
え
な
い
の
で
あ
る）

48
（

。

　

た
だ
し
、
そ
も
そ
も
『
向
秀
別
傳
』
の
時
点
で
す
で
に
、
君
主
権
力
か
ら
の
自
律
性
は
守
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
し
た

い
。『
向
秀
別
傳
』
は
、
向
秀
が
貶
し
め
る
も
の
に
、
箕
山
に
隠
遁
し
て
堯
の
禪
讓
を
拒
否
し
た
許
由
を
掲
げ
る
。
し
か
し
、
曹
魏
は
舜

の
後
裔
で
あ
る
の
で）

49
（

、
許
由
の
事
例
は
、
司
馬
昭
に
直
接
的
に
は
関
係
し
な
い
。
か
つ
て
阮
籍
は
、
曹
操
を
魏
公
に
勸
進
し
た
荀
攸
ら
の

「
勸
進
魏
公
牋
」
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
荀
攸
が
言
及
す
る
許
由
に
加
え
て
、
滄
州
で
舜
か
ら
の
禪
讓
を
拒
否
し
た
子
州
支
伯
を
掲
げ
、
司

馬
昭
が
子
州
支
伯
の
よ
う
に
、
舜
の
後
裔
で
あ
る
曹
魏
か
ら
の
禪
讓
を
拒
否
す
れ
ば
、
至
公
・
至
平
で
あ
る
と
「
爲
鄭
沖
勸
晉
王
牋
」
に

述
べ
て
い
る）

50
（

。
し
た
が
っ
て
、
向
秀
が
子
州
支
伯
を
「
舜
の
意
に
達
し
て
い
な
い
」
と
か
「
狷
介
の
士
で
あ
る
」
と
批
判
す
れ
ば
、
子
州

支
伯
に
よ
っ
て
司
馬
昭
の
禪
讓
へ
の
行
動
を
批
判
し
て
い
た
阮
籍
の
表
現
を
無
に
し
て
し
ま
う
。
こ
の
た
め
、
向
秀
の
批
判
は
、
許
由
に

止
ま
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
一
見
す
る
と
司
馬
昭
に
向
秀
が
屈
伏
し
た
こ
と
を
示
す
こ
の
話
は
、
す
で
に
『
向
秀
別
傳
』
の
段
階
か
ら
、
阮
籍
を
含

め
た
「
竹
林
の
七
賢
」
の
言
動
を
支
持
し
て
お
り
、『
世
說
新
語
』
は
そ
れ
を
さ
ら
に
書
き
換
え
て
、
貴
族
に
君
主
権
力
か
ら
の
自
律
性

を
持
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る）

51
（

。

　

こ
う
し
た
権
力
か
ら
の
自
律
性
は
、
出
仕
し
た
向
秀
が
、
黃
門
侍
郞
、
散
騎
常
侍
と
い
っ
た
実
務
を
伴
わ
な
い
高
位
に
就
い
た
と
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
、
貴
族
が
実
務
を
忌
避
す
る
態
度
に
繋
が
っ
て
い
く
。

王
中
郞 

年
少
の
時
、
江
虨 

僕
射
爲た

り
て
選
を
領
す
。
之
を
擬
し
て
尙
書
郞
と
爲
さ
ん
と
欲
す
。
王
に
語
る
者
有
り
。
王
曰
く
、「
江

を
過
り
て
よ
り
來
こ
の
か
た、
尙
書
郞
は
正
に
第
二
人
を
用
ふ
。
何
ぞ
我
を
擬
す
る
を
得
ん
」
と
。
江 

聞
き
て
止
む）

52
（

。

　

尙
書
僕
射
の
江
虨
が
、
年
少
の
こ
ろ
の
王
坦
之
（
王
中
郞
）
を
尙
書
郞
に
挙
げ
よ
う
と
す
る
と
、
そ
れ
を
聞
い
た
王
坦
之
は
、「
東
晉

よ
り
尙
書
郞
は
「
第
二
人
」
す
な
わ
ち
二
流
の
家
柄
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
わ
た
し
を
就
け
ら
れ
よ
う
」
と
言
っ
た
、
と
い

う
。
南
人
出
身
の
何
充
が
、
王
濛
と
劉
惔
が
支
遁
と
共
に
尋
ね
て
来
て
も
、
実
務
を
止
め
な
か
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
見
た
。
そ
う
し
た

南
北
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
だ
王
導
で
す
ら）

53
（

、
王
氏
が
尙
書
郞
に
就
く
こ
と
を
良
し
と
は
し
な
か
っ
た
。

王
彪
之
別
傳
を
按
ず
る
に
曰
く
、「
彪
之
の
從
伯
た
る
導
、
彪
之
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
選
曹 

汝
を
擧
げ
尙
書
郞
と
爲
さ
ん
と
す
。
幸
ね
が
は

く
は
諸
王
の
佐
と
作
る
可
き
か
」
と
」
と
。
此
れ
よ
り
郞
官
、
寒
素
の
品
な
る
を
知
れ
る
な
り）

54
（

。

　

劉
孝
標
注
が
引
く
『
王
彪
之
別
傳
』
に
よ
れ
ば
、
王
導
は
王
彪
之
に
要
職
で
は
あ
る
が
実
務
の
多
い
「
濁
官
」
の
尙
書
郞
で
は
な
く
、

淸
官
の
「
諸
王
の
佐
」
に
就
い
て
欲
し
い
と
言
っ
た
、
と
い
う）

55
（

。
要
職
か
ら
淸
官
へ
と
貴
族
の
尊
重
す
る
官
は
移
動
し
、
貴
族
は
実
務
を

忌
避
し
て
い
く）

56
（

。
そ
し
て
、
実
務
を
「
第
二
人
」
に
行
わ
せ
る
べ
き
と
い
う
王
坦
之
の
言
葉
に
現
れ
る
よ
う
に
、
貴
族
は
、
た
と
え
ば
越

智
重
明
が
、
甲
族
―
次
門
―
後
門
―
三
五
門
と
名
付
け
た
よ
う
な）

57
（

、
重
層
的
な
階
層
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
⑷
排
他
的
婚
姻
関
係
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を
結
ん
で
い
く
。

　

国
家
的
身
分
制
で
あ
る
中
国
貴
族
制
に
お
い
て
、
根
底
に
置
か
れ
る
も
の
は
、
士
庶
の
別
で
あ
る）

58
（

。

劉
眞
長
、
王
仲
祖
と
共
に
行
く
。
日 

旰く

れ
て
未
だ
食
ら
は
ず
。
相
識
の
小
人 

其
の
餐
を
貽お
く

る
有
り
。
肴
案 

甚
だ
盛
ん
な
る
も
、
眞

長 

焉
を
辭
す
。
仲
祖
曰
く
、「
聊
か
以
て
虛
に
充
た
す
の
み
、
何
ぞ
苦は
な
はだ
し
く
辭
さ
ん
」
と
。
眞
長
曰
く
、「
小
人 

都す
べ

て
與
に
緣
を

作
す
可
か
ら
ず
」
と）

59
（

。

　

劉
惔
（
劉
眞
長
）
と
王
濛
（
王
仲
祖
）
が
出
か
け
る
と
、
顔
見
知
り
の
「
小
人
」（「
庶
」）
が
豪
華
な
食
事
を
用
意
し
て
く
れ
た
。
王

濛
が
「
少
し
ぐ
ら
い
良
い
で
は
な
い
か
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
劉
惔
は
「
小
人
と
は
す
べ
て
に
お
い
て
関
わ
り
を
持
っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
述
べ
た
、
と
い
う
。「
士
庶
の
別
」
は
、
貴
族
が
す
べ
て
に
お
い
て
守
る
べ
き
も
の
と
『
世
說
新
語
』
は
認
識
し
、
貴
族
制
の
根
底
に

何
ら
の
疑
問
を
挟
ま
な
い
。

　

庶
と
区
別
さ
れ
る
士
は
、
大
別
す
る
と
貴
族
と
寒
門
に
分
か
れ
る
。
劉
毅
の
九
品
中
正
制
度
批
判
の
中
で
、「
上
品
に
寒
門
な
く
、
下

品
に
勢
族
な
し
」
と
言
わ
れ
る
と
き
の
、「
寒
門
」
と
「
勢
族
」
で
あ
る）

60
（

。

王
脩
齡 

嘗
て
東
山
に
在
り
て
甚
だ
貧
乏
な
り
。陶
胡
奴 
烏
程
令
爲た

り
。一
船
の
米
を
送
り
て
之
に
遺お
く

る
も
、卻し
り
ぞけ
て
取
る
を
肯
ぜ
ず
。

直
だ
答
へ
て
語
る
ら
く
、「
王
脩
齡 

若
し
饑
ゑ
な
ば
、
自
ら
當
に
謝
仁
祖
に
就つ

き
て
食
を
索も
と

む
べ
し
。
陶
胡
奴
の
米
を
須も
ち

ひ
ず
」

と）
61
（

。

　

王
胡
之
（
王
脩
齡
）
は
、「
琅
邪
の
王
氏
」
で
、
王
廙
（
王
導
・
王
敦
の
従
弟
）
の
次
子
で
あ
る
。
ひ
ど
く
貧
乏
で
、
烏
程
令
の
陶
範
（
陶

胡
奴
）
か
ら
、
ひ
と
船
の
米
を
贈
ら
れ
た
が
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
飢
え
た
ら
謝
尙
（
謝
仁
祖
）
に
食
を
求
め
る
と
答
え
た
、

と
『
世
說
新
語
』
は
伝
え
る
。
陶
範
は
、
陶
侃
の
第
十
子
で
、
陶
淵
明
の
祖
父
の
兄
弟
に
あ
た
る
。
陶
侃
は
、
孫
吳
の
揚
武
將
軍
で
あ
る
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陶
丹
の
子
で
、
揚
州
鄱
陽
郡
出
身
の
南
人
で
あ
る
。
同
じ
く
南
人
で
、
八
王
の
乱
を
操
っ
た
孫
秀
の
舎
人
と
な
り
、
の
ち
陳
敏
の
乱
・
杜

弢
の
乱
の
平
定
に
活
躍
し
、
荊
州
刺
史
と
し
て
蘇
峻
の
乱
を
平
定
し
た
。
最
終
的
に
は
太
尉
と
な
っ
て
、
王
導
と
共
に
成
帝
を
支
え
た
軍

人
で
あ
る）

62
（

。
南
人
の
出
世
が
軍
事
的
能
力
を
基
盤
と
す
る
典
型
的
な
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
文
化
的
價
値
の
専
有
を
存
立
基
盤

と
す
る
本
来
の
貴
族
「
琅
邪
の
王
氏
」
と
し
て
は
、
経
済
的
・
軍
事
的
に
は
優
越
し
て
い
る
南
人
か
ら
の
施
し
を
受
け
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
の
で
あ
る
。『
世
說
新
語
』
も
良
し
と
す
る
こ
う
し
た
貴
族
の
意
識
が
、
⑷
排
他
的
婚
姻
関
係
を
形
成
し
て
い
く
。

諸
葛
恢
の
大
女
は
、
太
尉
の
庾
亮
の
兒
に
適と
つ

ぎ
、
次
女
は
徐
州
刺
史
の
羊
忱
の
兒
に
適
ぐ
。
亮
の
子
蘇
峻
に
害
せ
ら
る
る
や
、
改
め

て
江
虨
に
適
ぐ
。
恢
の
兒 
鄧
攸
の
女
を
娶
る
。
時
に
于
て
謝
尙
書 

其
の
小
女
の
婚
を
求
む
る
に
、
恢 

乃
ち
云
ふ
、「
羊
・
鄧
は
是

れ
世
婚
な
り
。
江
家
は
我 
伊こ
れ

を
顧
み
、
庾
家
は
伊 

我
を
顧
み
る
。
復
た
謝
裒
の
兒
と
婚
す
る
能
は
ず
」
と
。
恢 

亡
す
る
に
及
び
、

遂
に
婚
す
。
是
に
於
て
王
右
軍
、
謝
家
に
往
き
て
新
婦
を
看
る
に
、
猶
ほ
恢
の
遺
法
有
り
。
威
儀 

端
詳
に
し
て
、
容
服 

光
整
た
り
。

王 

歎
じ
て
曰
く
、「
我 

在
り
て
女
を
遣
る
も
、
裁わ
づ
かか
に
爾し
か

る
を
得
る
の
み
」
と）

63
（

。

　

諸
葛
誕
の
孫
で
あ
る
恢
の
長
女
は
、
庾
亮
の
子
、
の
ち
に
江
虨
に
嫁
ぎ
、
次
女
は
羊
楷
に
、
末
娘
は
恢
の
死
後
に
謝
石
に
嫁
い
だ
。
注

目
す
べ
き
は
、「
琅
邪
の
諸
葛
氏
」
が
、
羊
祜
を
出
し
た
「
泰
山
の
羊
氏
」
と
後
漢
の
功
臣
・
外
戚
家
「
南
陽
の
鄧
氏
」
の
流
れ
を
汲
む
「
河

南
の
鄧
氏
」
と
、
世
々
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
潁
川
の
庾
氏
」
の
庾
亮
、「
陳
留
の
江
氏
の
」
江
虨
と
は
、

自
分
の
と
き
に
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
る
の
で
、
今
さ
ら
「
陳
郡
の
謝
氏
」
と
は
婚
姻
関
係
を
結
べ
な
い
と
諸
葛
恢
は
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
代
々
結
ば
れ
た
⑸
排
他
的
婚
姻
関
係
に
よ
り
家
格
が
定
ま
り
、
閉
鎖
的
な
婚
姻
圏
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
家
格
の
名
声

が
郡
の
範
囲
を
超
え
る
こ
と
で
⑹
郡
望
が
生
ず
る
。『
世
說
新
語
』
品
藻
第
九
に
は
、
曹
魏
の
正
始
年
間
ご
ろ
に
「
五
荀
」
と
「
五
陳
」

を
比
べ
、
兩
晉
交
代
期
の
時
期
に
「
八
裴
」
と
「
八
王
」
を
比
べ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
曹
魏
の
こ
ろ
の
議
論
で
は
、
い
ず
れ
も
潁
川
郡
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出
身
の
荀
彧
と
陳
羣
な
ど
を
比
べ
て
い
る
よ
う
に
、
比
較
の
範
囲
は
郡
内
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
裴
楷
と
王
衍
、
裴
遐
と
王
導
な

ど
を
比
べ
る
兩
晉
交
代
期
の
議
論
で
は
、「
河
東
の
裴
氏
」
と
「
琅
邪
の
王
氏
」
と
い
う
郡
を
単
位
と
し
な
が
ら
、
全
国
を
範
囲
に
郡
望

の
優
劣
が
比
較
さ
れ
て
い
る
。
西
晉
に
お
い
て
、
成
立
し
た
貴
族
制
の
も
と
で
、
郡
望
の
優
劣
が
競
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
よ
う
。

　

排
他
的
婚
姻
関
係
を
指
標
の
一
つ
と
す
る
貴
族
に
と
っ
て
婚
姻
は
、
郡
望
の
優
劣
を
定
め
る
重
要
な
行
為
で
あ
っ
た）

64
（

。
し
た
が
っ
て
、

婚
姻
関
係
を
結
ぶ
際
に
基
準
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
出
自
に
止
ま
ら
な
い
。

王
文
度 

桓
公
の
長
史
爲
り
。
桓 

兒
の
爲
に
王
の
女
を
求
む
。
王 

藍
田
に
咨
ら
ん
こ
と
を
許や
く

す
。
旣
に
還
る
。
藍
田 

文
度
を
愛
念
し
、

長
大
な
り
と
雖
も
、
猶
ほ
膝
上
に
抱
著
す
。
文
度 

因
り
て
言
ふ
、「
桓 

己
が
女
の
婚
を
求
む
」
と
。
藍
田 

大
い
に
怒
り
、
文
度
を

排
し
膝
よ
り
下
し
て
曰
く
、「
惡い
づ
くん
ぞ
文
度
の
已
に
復
た
癡
に
し
て
、
桓
溫
の
面
を
畏
る
る
を
見
ん
。
兵
な
り
、
那な
ん

ぞ
女
を
嫁
し
て

之
に
與
ふ
可
け
ん
や
」
と
。
文
度 
還
り
て
報
じ
て
云
く
、「
下
官
の
家
中
、
先
に
婚
處
を
得
た
り
」
と
。
桓
公
曰
く
、「
吾 

知
れ
り
。

此
れ
尊
府
君 

肯
ぜ
ざ
る
の
み
」
と
。
後
に
桓
の
女
、
遂
に
文
度
の
兒
に
嫁
せ
り）

65
（

。

　

王
坦
之
（
王
文
度
）
が
桓
溫
の
長
史
の
と
き
、
息
子
に
娘
を
も
ら
い
た
い
と
婚
姻
を
申
し
込
ま
れ
た
。
父
の
王
述
（
藍
田
）
に
言
う
と
、

王
坦
之
を
膝
か
ら
つ
き
お
と
し
、「
兵
」（
軍
人
）
に
ど
う
し
て
娘
を
や
れ
よ
う
、
と
言
っ
た
。
桓
溫
は
、
そ
の
答
え
を
予
想
し
て
い
た
、

と
い
う
。
結
局
、
桓
溫
の
娘
が
王
坦
之
の
子
に
嫁
い
で
お
り
、「
太
原
の
王
氏
」
と
「
譙
國
の
桓
氏
」
は
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
る
。
そ

の
詳
細
を
『
世
說
新
語
』
は
伝
え
ず
、「
兵
」、
す
な
わ
ち
軍
事
力
を
存
立
基
盤
と
し
て
台
頭
す
る
者
と
は
、
婚
姻
関
係
を
結
ば
な
い
と
い

う
王
述
の
「
語
」
を
強
調
し
て
い
る
。

　

桓
溫
が
出
た
「
譙
國
の
桓
氏
」
は
、『
晉
書
』
卷
七
十
四 

桓
彝
傳
に
よ
れ
ば
、
後
漢
の
章
帝
の
師
と
し
て
養
老
禮
で
「
五
更
」
と
さ
れ

た
大
儒
桓
榮
の
後
裔
で
あ
る
と
い
い
、
田
余
慶
に
よ
れ
ば
、
司
馬
懿
に
殺
さ
れ
た
曹
魏
の
大
司
農
桓
範
が
高
祖
で
あ
る
と
い
う）

66
（

。
司
馬
氏
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に
よ
り
処
刑
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
け
っ
し
て
五
等
爵
を
持
ち
世
襲
を
国
家
か
ら
保
証
さ
れ
た
貴
族
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
桓
溫

の
父
桓
彝
は
鑑
識
眼
が
あ
り
、
時
人
か
ら
許
劭
・
郭
泰
に
準
え
ら
れ
、
庾
亮
と
交
友
し
、
周
顗
に
重
ん
じ
ら
れ
た
（『
晉
書
』
卷
七
十
四 

桓
彝
傳
）。
た
だ
し
、
桓
溫
は
、
陶
侃
が
創
設
し
た
荊
州
の
西
府
を
何
充
の
推
薦
で
庾
亮
の
死
後
に
継
承
す
る
と
、
そ
の
強
大
な
軍
事
力

に
よ
り
、
蜀
の
成
漢
を
滅
ぼ
し
、
簡
文
帝
が
対
抗
さ
せ
た
殷
浩
の
失
脚
後
に
、
北
伐
を
敢
行
し
て
旧
都
洛
陽
を
一
時
的
に
回
復
す
る）

67
（

。

　

こ
う
し
た
軍
事
力
を
存
立
基
盤
と
す
る
桓
溫
の
生
き
方
に
対
し
て
、「
太
原
の
王
氏
」
の
王
述
が
、
婚
姻
関
係
を
拒
否
す
る
際
に
「
兵
」

と
蔑
ん
だ
「
語
」
を
『
世
說
新
語
』
は
尊
重
し
た
。
貴
族
の
存
立
基
盤
は
、
あ
く
ま
で
も
、
文
化
的
諸
價
値
の
専
有
に
基
づ
く
名
声
に
あ

る
、
と
『
世
說
新
語
』
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
世
說
新
語
』
は
、
曹
魏
末
の
五
等
爵
制
の
施
行
に
よ
り
西
晉
期
に
成
立
し
て
い
た
国
家
的
身
分
制
で
あ
る
貴
族
制
に
対

し
て
、
本
来
的
な
貴
族
の
存
立
基
盤
で
あ
る
文
化
的
諸
價
値
、
具
体
的
に
は
基
礎
教
養
と
し
て
の
儒
敎
や
人
物
評
價
、
お
よ
び
諸
学
兼
通

の
必
要
性
を
説
い
た
。
そ
し
て
、
北
来
貴
族
が
卓
越
化
す
る
た
め
、
権
力
か
ら
の
自
律
性
を
保
ち
、
南
人
寒
門
に
実
務
を
任
せ
て
淸
談
に

励
み
、
閉
鎖
的
な
婚
姻
関
係
に
よ
り
郡
望
を
守
る
こ
と
を
肯
定
し
た
。

　

し
か
し
、
西
晉
を
滅
亡
へ
と
追
い
込
ん
だ
八
王
の
乱
は
、
そ
う
し
た
貴
族
の
あ
り
方
に
対
す
る
寒
門
の
反
発
を
異
民
族
の
自
立
と
共
に

大
き
な
要
因
と
し
て
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た）

68
（

。
そ
れ
は
、
西
晉
が
淸
談
に
よ
り
滅
亡
し
た
と
い
う
「
淸
談
亡
国
論
」
と
な
っ
て
、
東
晉

で
認
識
さ
れ
て
い
た）

69
（

。
し
か
も
、
東
晉
に
お
い
て
も
、
蘇
峻
の
乱
な
ど
貴
族
の
あ
り
方
へ
の
反
発
を
要
因
と
す
る
反
乱
は
頻
発
し
、
東
晉

を
滅
ぼ
し
た
者
は
、｢

兵
」
と
蔑
ま
れ
な
が
ら
も
貴
族
で
あ
っ
た
桓
溫
で
は
な
く
、｢

庶
」
出
身
の
劉
裕
で
あ
っ
た）

70
（

。
す
な
わ
ち
、
西
晉

も
東
晉
も
『
世
說
新
語
』
が
肯
定
す
る
貴
族
の
あ
り
方
を
滅
亡
要
因
の
一
つ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、『
世
說
新
語
』
は
、

貴
族
の
あ
る
べ
き
姿
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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三
、
貴
族
の
あ
る
べ
き
姿

　
『
世
說
新
語
』
の
編
纂
意
図
に
係
わ
る
記
述
と
し
て
、『
世
說
新
語
』
は
、『
語
林
』
に
対
す
る
謝
安
の
批
判
を
次
の
よ
う
に
掲
げ
て
い
る
。

庾
道
季 

謝
公
に
詫ほ
こ

り
て
曰
く
、「
裴
郞
云
ふ
、「
謝
安
謂
へ
ら
く
、
裴
郞
は
乃
ち
惡
し
か
ら
ざ
る
可
し
、
何
ぞ
復
た
酒
を
飮
む
こ
と

を
爲
す
を
得
ん
」
と
」
と
。
裴
郞
又 

云
ふ
、「
謝
安 

目
す
ら
く
、
支
道
林
は
九
方
皐
の
馬
を
相
す
る
が
如
し
、
其
の
玄
黃
を
略
し
、

其
の
儁
逸
を
取
る
」
と
」
と
。
謝
公
云
ふ
、「
都
て
此
の
二
語
無
し
、
裴 

自
ら
此
の
辭
を
爲つ
く

る
の
み
」
と
。
庾
が
意 

甚
だ
以
て
好
し

と
爲
さ
ず
。
因
り
て
東
亭
が
酒
壚
の
下
を
經
る
の
賦
を
陳
ぶ
。
讀
み
畢
は
る
も
、
都
て
賞
裁
を
下
さ
ず
。
直た

だ
云
ふ
、「
君 

乃
ち
復

た
裴
氏
の
學
を
作
す
か
」
と
。
此
に
於
て
語
林 

遂
に
廢す
た

れ
り
。
今
時
の
有
る
者
は
、
皆 

是
れ
先
に
寫
せ
し
も
の
に
し
て
、
復
た
謝

の
語
無
し）

71
（

。

　

裴
啓
の
『
語
林
』
に
基
づ
く
話
を
庾
龢
（
庾
道
季
）
が
す
る
と
、
謝
安
は
、
ま
だ
「
裴
氏
の
學
」
に
凝
っ
て
い
る
の
か
、
と
批
判
し
た
。

こ
う
し
て
『
語
林
』
は
廃
れ
た
と
い
う
。
種
本
の
一
つ
で
あ
る
『
語
林
』
を
批
判
す
る
こ
の
文
章
は
、『
世
說
新
語
』
の
執
筆
動
機
に
迫

り
得
る
資
料
で
あ
る
。
謝
安
の
『
語
林
』
批
判
は
、
謝
安
の
言
葉
を
裴
啓
が
偽
作
し
た
こ
と
に
あ
る
。
事
実
を
記
載
し
な
い
『
語
林
』
を

批
判
す
る
『
世
說
新
語
』
は
、
劉
孝
標
注
が
示
す
よ
う
に
し
ば
し
ば
事
実
に
反
す
る
記
述
も
あ
る
が
、
自
ら
は
虚
構
を
否
定
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、『
世
說
新
語
』
は
、「
国
民
文
学
」
創
設
の
た
め
魯
迅
が
、「
志
人
小
説
」
と
規
定
し
な
が
ら
も
、

そ
の
一
方
で
事
実
の
記
録
と
見
な
さ
れ
て
い
た
、
と
も
述
べ
る
よ
う
に）

72
（

、
本
来
「
史
」
に
属
す
る）

73
（

。

　

劉
孝
標
注
に
は
、『
語
林
』
批
判
の
種
本
と
考
え
ら
れ
る
『
續
晉
陽
秋
』
が
載
せ
ら
れ
る
。『
續
晉
陽
秋
』
は
、
謝
安
の
言
動
に
否
定
的
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で
あ
る
。

晉
の
隆
和
中
、
河
東
の
裴
啓
、
漢
魏
よ
り
以
來
、
今
時
に
迄
る
ま
で
、
言
語
・
應
對
の
稱
す
可
き
者
を
撰
し
、
之
を
語
林
と
謂
ふ
。

時
人 
多
く
其
の
事
を
好
み
、
文 

遂
に
流
行
す
。
後 

太
傅
の
事
を
說
き
て
實
な
ら
ず
。
而
る
に
人 

謝
の
坐
に
有
り
て
、
其
の
黃
公
の

酒
壚
、
司
徒
の
王
珣 

之
が
賦
を
爲
る
を
敍
ぶ
。
謝
公 

加
ふ
る
に
王
と
平
ら
か
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
乃
ち
云
ふ
、「
君 

遂
に
復
た
裴

郞
の
學
を
作
す
や
」
と
。
是
れ
よ
り
衆 

咸 

其
の
事
を
鄙
と
す
。
…
…
謝
相 

一
言
す
れ
ば
、
美 

千
載
に
成
る
を
挫
し
、
其
の
與
ふ
る

所
に
及
び
て
は
、
虛
を
崇
び
て
百
金
を
價
と
す
。
上
の
愛
憎
・
與
奪
は
、
愼
ま
ざ
る
可
か
ら
ず）

74
（

。

　
『
續
晉
陽
秋
』
は
、『
世
說
新
語
』
に
も
引
か
れ
る
裴
啓
の
『
語
林
』
が
廃
れ
た
反
対
の
事
例
と
し
て
、
中
略
し
た
部
分
に
、
つ
ま
ら
な

い
蒲
葵
扇
を
謝
安
が
流
行
ら
せ
た
事
例
を
引
い
て
、
謝
安
（
謝
相
）
の
よ
う
な
「
上
」
の
者
は
、
物
事
の
興
廃
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ

の
で
、
愼
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
る
。
謝
安
の
言
葉
に
よ
り
、『
語
林
』
が
廃
れ
た
こ
と
に
批
判
的
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

『
世
說
新
語
』
は
、
謝
安
の
『
語
林
』
批
判
を
支
持
し
、
謝
安
の
言
葉
を
正
し
く
伝
え
な
い
『
語
林
』
を
廃
す
べ
し
と
す
る
。
そ
の
理
由
は
、

『
世
說
新
語
』
の
撰
者
が
、
謝
安
の
記
事
に
対
し
て
、
そ
の
体
裁
を
崩
し
て
ま
で
謝
安
を
賛
美
す
る
こ
と
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

謝
太
傅 

東
に
於
て
船
行
す
。小
人 

船
を
引
き
、或
い
は
遲
く
或
い
は
速
く
、或
い
は
停
ま
り
或
い
は
待
つ
。又 

船
を
放
つ
こ
と
縱
橫
、

人
を
撞
き
岸
に
觸
る
。
公 

初
め
よ
り
呵
譴
せ
ず
。
人
謂
へ
ら
く
、「
公 

常
に
嗔
喜
す
る
無
し
」
と
。
曾
て
兄
の
征
西
の
葬
を
送
り
て

還
る
に
、
日 

暮
れ 

雨 

駛は
や

く
、
小
人 

皆 

醉
ひ
、
處
分
す
可
か
ら
ず
。
公 

乃
ち
車
中
に
於
て
、
手
に
車
柱
を
取
り
馭
人
を
撞
き
、
聲

色 

甚
だ
厲は
げ

し
。
夫
れ
水
の
性 

沈
柔
な
る
を
以
て
す
ら
、
隘
に
入
れ
ば
奔
激
す
。
之
を
人
情
に
方く
ら

ぶ
れ
ば
、
固
よ
り
知
る
、
迫
隘
の

地
に
、
其
の
夷
粹
を
保
つ
を
得
る
無
き
を）

75
（

。

　

謝
安
（
謝
太
傅
）
は
、
い
つ
も
怒
ら
な
か
っ
た
が
、
兄
で
あ
る
謝
奕
（
征
西
）
の
喪
を
送
っ
た
帰
り
道
、
車
が
進
ま
な
い
と
御
者
を
突
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き
、
顔
色
を
変
え
て
怒
っ
た
。
そ
う
事
実
を
伝
え
た
後
、『
世
說
新
語
』
の
撰
者
は
、
差
し
迫
っ
た
場
合
に
は
、
心
の
平
静
を
保
つ
こ
と

は
で
き
な
く
な
る
、
と
述
べ
る
。「
夫
れ
水
の
性
」
以
降
の
部
分
は
、
撰
者
の
謝
安
擁
護
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
撰
者
の
見
解
が
明
確
に

表
明
さ
れ
る
こ
と
は
、『
世
說
新
語
』
の
中
で
、
謝
安
の
言
動
に
関
す
る
こ
と
の
み
で
あ
る）

76
（

。
謝
安
の
言
動
が
『
世
說
新
語
』
の
編
纂
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
証
拠
と
言
え
よ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、『
世
說
新
語
』
の
撰
者
は
、『
語
林
』
を
批
判
す
る
謝
安
の
言
葉
を
重
く
受
け
止
め
た
。
謝
安
を
代
表
と
す
る
貴
族
の
言

葉
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
、
こ
れ
が
『
世
說
新
語
』
編
纂
の
主
要
な
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

　

そ
れ
で
は
、
謝
安
の
貴
族
と
し
て
の
あ
り
方
を
『
世
說
新
語
』
は
、
ど
の
よ
う
に
評
價
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
劉
宋
に
継

承
す
べ
き
貴
族
の
あ
り
方
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

謝
萬 

北
征
す
る
や
、
常
に
嘯
詠
を
以
て
自
ら
高
く
し
、
未
だ
嘗
て
衆
士
を
撫
慰
せ
ず
。
謝
公 

甚
だ
萬
を
器
愛
す
る
も
、
其
の
必
ず

敗
れ
ん
こ
と
を
審は
か

り
、乃
ち
俱
に
行
く
。從
容
と
し
て
萬
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
汝 

元
帥
爲
り
。宜
し
く
數
〻
諸
將
を
喚よ

び
て
宴
會
し
て
、

以
て
衆
心
を
說よ
ろ
こば
す
べ
し
」
と
。
萬 

之
に
從
ひ
、
因
り
て
諸
將
を
召
集
す
る
も
、
都
て
說
ば
す
所
無
く
、
直
だ
如
意
を
以
て
四
坐

を
指
し
て
云
ふ
、「
諸
君
は
皆 

是
れ
勁
卒
な
り
」
と
。
諸
將 

甚
だ
之
を
忿
恨
す
。
謝
公 

深
く
恩
信
を
著つ

け
ん
と
欲
し
、
隊
主
・
將

帥
よ
り
以
下
、
身
づ
か
ら
造い
た

り
て
、
厚
く
相 

遜
謝
せ
ざ
る
は
無
し
。
萬
の
事 

敗
る
る
に
及
び
、
軍
中 

因
り
て
之
を
除
か
ん
と
欲
す
。

復
た
云
ふ
、「
當
に
隱
士
の
爲
に
す
べ
し
」
と
。
故
に
幸
に
し
て
免
る
る
を
得
た
り）

77
（

。

　

謝
萬
は
北
征
の
際
、
兄
の
謝
安
の
忠
告
を
聞
か
ず
、
諸
将
を
相
手
に
も
せ
ず
、
諸
君
は
勁
「
卒
」
で
あ
る
と
言
っ
た
の
で
、
怒
り
を
か

い
、
遠
征
に
失
敗
し
た
。
そ
れ
で
も
謝
萬
が
軍
中
で
殺
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
謝
安
（
隱
士
）
が
遜
っ
て
諸
将
以
下
に
自
ら
謝
罪
し
た
た

め
で
あ
っ
た
、
と
『
世
說
新
語
』
は
伝
え
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
王
述
は
桓
溫
を
「
兵
」
と
蔑
み
、
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
こ
と
を
拒
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否
し
て
い
る
。『
世
說
新
語
』
は
、
一
方
で
は
、
軍
人
を
見
下
す
貴
族
の
價
値
規
準
を
伝
え
な
が
ら
、
謝
安
が
軍
人
と
折
り
合
い
を
つ
け
、

軍
人
の
支
持
を
受
け
た
こ
と
を
評
價
す
る
。
こ
う
し
て
軍
人
の
力
を
貴
族
の
規
制
下
に
置
い
た
謝
安
は
、
謝
玄
に
命
じ
て
淝
水
の
戦
い
で
、

前
秦
の
苻
堅
の
大
軍
を
撃
破
し
て
い
る）

78
（

。

　

軍
事
の
主
力
は
、
寒
門
・
寒
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た）

79
（

。
謝
安
は
、
か
れ
ら
を
尊
重
す
る
。

王
令 

謝
公
に
詣
る
や
、
習
鑿
齒
の
已
に
坐
に
在
る
に
値あ

ふ
。
當
に
與
に
榻
を
併
は
す
べ
き
も
、
王 

徙
倚
し
て
坐
せ
ず
。
公 

之
を
引

き
て
與
に
榻
を
對
せ
し
む
。
去
り
し
後 

胡
兒
に
語
り
て
曰
く
、「
子
敬 

實
に
自
ら
淸
立
な
り
。
但
だ
人 

爾し
か

く
矜
咳
多
き
が
爲
に
、

殊
に
其
の
自
然
を
損
ふ
に
足
れ
り
」
と）

80
（

。

　

王
獻
之
（
王
令
）
が
謝
安
（
謝
公
）
の
も
と
を
尋
ね
る
と
、
南
人
の
習
鑿
齒
が
先
に
席
に
つ
い
て
い
た
の
で
、
一
緒
に
座
ろ
う
と
し
な

か
っ
た
。
謝
安
は
、
引
っ
張
っ
て
行
き
、
王
獻
之
を
座
ら
せ
た
。
そ
の
後
、
謝

（
胡
兒
）
に
、「
人
柄
が
誇
り
高
い
と
自
然
な
性
質
を

損
な
う
」
と
王
獻
之
を
評
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
襄
陽
の
大
豪
族
と
し
て
経
済
力
・
軍
事
力
を
有
す
る
「
襄
陽
の
習
氏
」
を
尊
重
し

て）
81
（

、
謝
安
は
南
北
問
題
の
和
解
を
目
指
し
て
い
く
。

　

こ
れ
は
、『
世
說
新
語
』
が
も
う
一
人
の
代
表
的
な
貴
族
と
し
て
尊
重
す
る
王
導
と
同
じ
で
あ
る）

82
（

。
劉
宋
を
建
国
し
た
劉
裕
は
、
即
位

の
後
、
王
導
・
謝
安
・
溫
嶠
・
陶
侃
・
謝
玄
の
五
人
を
国
家
と
し
て
祭
祀
し
て
い
る
（『
宋
書
』
卷
一 

武
帝
紀
下
）。
劉
宋
の
宗
室
で
あ

る
劉
義
慶
が
編
纂
し
た
『
世
說
新
語
』
に
お
い
て
、
王
導
と
謝
安
が
尊
重
さ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

謝
安
が
軍
事
力
を
尊
重
し
た
の
は
、
貴
族
が
実
務
を
忌
避
し
た
結
果
と
し
て
、
貴
族
層
が
軍
事
力
と
乖
離
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

桓
大
司
馬 

雪
に
乘
じ
て
獵
せ
ん
と
欲
し
、
先
づ
王
・
劉
諸
人
の
許
に
過
る
。
眞
長 

其
の
裝
束
の
單
急
な
る
を
見
て
問
ふ
に
、「
老
賊 

此
を
持
し
て
何
を
作
さ
ん
と
欲
す
」
と
。
桓
曰
く
、「
我 

若
し
此
れ
を
爲
さ
ざ
れ
ば
、
卿
が
輩 

亦
た
那な
ん

ぞ
坐
し
て
談
ず
る
を
得
ん
」
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と）
83
（

。

　

桓
溫
（
桓
大
司
馬
）
が
狩
猟
の
格
好
で
王
濛
・
劉
惔
（
眞
長
）
の
も
と
に
立
ち
寄
る
と
、
劉
惔
か
ら
、「
そ
ん
な
格
好
で
何
を
し
よ
う

と
す
る
の
か
」
と
言
わ
れ
た
。
桓
溫
は
、「
わ
た
し
が
こ
う
し
な
け
れ
ば
、
諸
君
は
の
ん
び
り
坐
っ
て
淸
談
な
ど
し
て
い
ら
れ
ま
い
」
と

答
え
た
、
と
い
う
。
先
に
掲
げ
た
、
実
務
を
す
る
何
充
の
も
と
に
、
王
濛
・
劉
惔
・
支
遁
の
三
人
が
淸
談
に
出
か
け
た
話
と
構
成
が
同
じ

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
種
本
と
な
っ
た
『
語
林
』
で
は
、
桓
溫
の
言
葉
に
対
し
て
、
劉
惔
が
「
晉
の
德 

靈
長
な
る
は
、
功 

豈
に
爾
な
ん
ぢ

に
在
ら
ん
や
（
晉
德
靈
長
、
功
豈
在
爾
）」
と
述
べ
、
東
晉
の
継
続
と
桓
溫
の
軍
事
力
と
は
問
題
が
別
で
あ
る
、
と
認
識
し
て
い
た
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　
『
世
說
新
語
』
は
、『
語
林
』
と
は
異
な
り
、
貴
族
が
淸
談
を
続
け
る
た
め
に
は
、
換
言
す
れ
ば
、
貴
族
が
国
家
の
中
で
高
位
を
占
め
る

た
め
に
は
、
軍
事
力
と
の
共
存
が
必
要
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。
実
務
を
取
る
南
人
、
軍
事
力
を
持
つ
桓
溫
や
劉
裕
が
存
在
す
る
か
ら
こ

そ
、
貴
族
は
淸
談
を
行
い
得
る
。
こ
う
し
た
『
世
說
新
語
』
の
認
識
は
、
謝
安
の
継
承
で
あ
る
。
謝
安
の
こ
ろ
に
は
、
軍
事
力
に
守
ら
れ

て
こ
そ
貴
族
の
淸
談
は
存
在
し
得
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、『
語
林
』
の
よ
う
な
誤
っ
た
認
識
で
は
、
寒
人
の
軍
事
力
に
よ
り
建
国
さ
れ

た
劉
宋
政
権
下
に
お
い
て
、
貴
族
は
居
る
べ
き
地
位
を
失
っ
て
し
ま
う）

84
（

。『
語
林
』
と
『
世
說
新
語
』
の
桓
溫
の
軍
事
力
へ
の
貴
族
の
対

応
が
異
な
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
危
機
感
の
中
で
、
劉
義
慶
の
幕
僚
た
ち
は
、
劉
宋
で
も
貴
族
制
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
貴
族
の
あ
り
方
の
規
範
を
謝
安

に
求
め
た
。『
世
說
新
語
』
に
描
か
れ
た
謝
安
は
、「
淸
談
亡
国
論
」
を
否
定
し
、
貴
族
的
價
値
観
を
尊
重
し
た
よ
う
に）

85
（

、
自
分
た
ち
の
貴

族
の
あ
り
方
は
肯
定
し
な
が
ら
も
、
軍
事
力
を
持
つ
者
も
尊
重
す
る
態
度
を
示
し
た
。
こ
う
し
た
謝
安
の
貴
族
と
し
て
の
あ
り
方
は
、
晉

宋
革
命
を
貴
族
が
生
き
抜
く
た
め
に
、
お
よ
び
そ
の
後
の
劉
宋
貴
族
の
あ
り
方
の
模
範
と
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
貴
族
制
が
動
揺
す
る
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中
で
、
本
質
へ
と
戻
ろ
う
と
す
る
動
き
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
が
『
顏
氏
家
訓
』
で
あ
る
な
ら
ば）

86
（

、『
世
說
新
語
』
は
西
晉
・
東
晉

の
貴
族
制
を
そ
の
ま
ま
劉
宋
へ
と
継
承
し
、
そ
の
永
続
の
た
め
に
書
か
れ
た
現
状
追
認
の
書
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
編
者
の
劉
義
慶
は
、
貴
族
の
文
化
的
諸
價
値
を
帝
室
の
も
と
に
収
斂
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
類
似
の
書
籍
で
あ
っ
た

『
語
林
』
な
ど
を
否
定
し
、
多
く
書
か
れ
て
い
た
家
傳
・
家
譜
や
地
域
別
の
耆
舊
傳
な
ど
の
集
大
成
と
序
列
化
を
目
指
し
た
の
で
あ
る）

87
（

。

　

劉
宋
の
宗
室
の
名
で
編
纂
さ
れ
た
こ
と
は
、
後
漢
末
へ
の
賛
美
を
生
ん
だ
。
す
で
に
掲
げ
た
よ
う
に
、『
世
說
新
語
』
は
、「
陳
仲
擧
、

言
は
士
の
則
爲
り
、
行
は
世
の
範
爲
り
」
か
ら
始
ま
る
。
後
漢
末
、
宦
官
の
専
横
か
ら
漢
を
守
ろ
う
と
し
て
、
第
二
次
黨
錮
の
際
に
死
去

し
た
陳
蕃
の
「
言
行
」
を
「
士
の
則
」「
世
の
範
」
と
『
世
說
新
語
』
は
す
る
の
で
あ
る
。『
論
語
』
の
「
四
科
」
に
準
え
て
始
ま
る
よ
う

に
、『
世
說
新
語
』
が
、
貴
族
の
規
範
と
す
べ
き
王
導
や
謝
安
な
ど
の
言
行
を
伝
え
る
書
籍
で
あ
る
な
ら
ば
、
陳
蕃
は
か
れ
ら
二
人
の
先

駆
者
で
あ
る
。『
世
說
新
語
』
の
中
で
最
も
条
数
が
多
い
、
人
物
評
價
を
集
め
た
賞
誉
第
八
・
品
藻
第
九
も
、
陳
蕃
か
ら
始
ま
る
よ
う
に
、

陳
蕃
ら
「
黨
人
」
の
自
律
的
秩
序
は
、
北
来
貴
族
を
卓
越
化
さ
せ
る
自
律
的
秩
序
の
淵
源
な
の
で
あ
る
。

　

そ
の
際
、
品
藻
第
九
は
、
陳
蕃
と
共
に
李
膺
を
掲
げ
る
。
人
物
評
價
を
全
国
に
広
め
、「
名
士
」
層
の
成
立
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

郭
泰
は
、
李
膺
が
評
價
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
名
声
を
得
た
。
陳
蕃
・
李
膺
と
い
う
、
後
漢
を
守
ろ
う
と
し
た
二
人
の
「
黨
人
」
の
指
導
者

に
、『
世
說
新
語
』
は
貴
族
と
し
て
の
模
範
を
求
め
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
二
人
と
並
ぶ
後
漢
末
の
「
名
士
」
と
『
世
說
新
語
』
で
扱
わ
れ
る
者
が
陳
寔
で
あ
る
。
陳
寔
は
、
黨
錮
の
禁
に
連
座
し
て
お
ら
ず
、

「
黨
人
」
の
自
律
的
秩
序
で
も
、
図
抜
け
て
高
い
評
價
を
得
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
政
事
第
三
、
方
正
第
五
、
夙
慧
第

十
二
は
、
陳
寔
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
は
、
陳
寔
の
孫
で
あ
る
陳
羣
が
、
後
漢
簒
奪
後
に
見
せ
た
態
度
へ
の
評
價
と
係
わ
ろ
う
。

魏
の
文
帝 

禪
を
受
く
る
や
、
陳
羣 

慽
容
有
り
。
帝 

問
ひ
て
曰
く
、「
朕 

天
に
應
じ
て
命
を
受
く
、
卿 

何
ぞ
以
て
樂
し
ま
ざ
る
」
と
。
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羣
曰
く
、「
臣 

華
歆
と
與
に
先
朝
に
服
膺
す
。
今 

聖
化
を
欣
ぶ
と
雖
も
、
猶
ほ
義
は
色
に
形あ
ら

は
る
」
と）

88
（

。

　

曹
丕
（
文
帝
）
が
禪
讓
を
受
け
る
と
、
陳
羣
は
憂
わ
し
げ
な
顔
を
し
た
。
文
帝
が
聞
く
と
、
わ
た
し
と
華
歆
は
「
先
朝
」（
漢
）
の
こ

と
が
心
に
か
か
り
、
そ
の
節
義
の
心
が
顔
色
に
現
れ
る
の
で
す
と
答
え
た
、
と
『
世
說
新
語
』
は
伝
え
る
。
劉
孝
標
注
が
引
く
華
嶠
の
『
譜

敍
』
は
、
あ
く
ま
で
華
歆
を
中
心
と
す
る
話
で
あ
る
。
そ
れ
を
『
世
說
新
語
』
は
、
華
歆
で
は
な
く
陳
羣
を
主
役
に
据
え
る
話
に
改
変
し

た
。
自
分
た
ち
貴
族
の
直
接
的
な
源
流
の
一
つ
と
な
っ
た
「
潁
川
の
陳
氏
」
が
漢
を
守
ろ
う
と
し
た
こ
と
を
宣
揚
す
る
た
め
の
書
き
換
え

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
「
劉
」、
す
な
わ
ち
「
漢
」
を
守
ろ
う
と
し
た
人
々
へ
の
賛
美
は
、
高
祖
劉
邦
の
弟
で
あ
る
楚
元
王
劉
交
の
後
裔
が
劉
裕
で

あ
る
と
位
置
づ
け
る
（『
宋
書
』
卷
一 
武
帝
紀
上
）、
劉
宋
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
後
漢
、
す
な
わ
ち
劉
家
を
守
ろ
う
と
し
た
後

漢
末
の
「
名
士
」
た
ち
に
、『
世
說
新
語
』
は
、
劉
宋
の
貴
族
を
重
ね
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
、『
世
說
新
語
』
は
、
自
ら
の
起
源
を
後
漢

末
に
求
め
よ
う
と
す
る
范
曄
の
『
後
漢
書
』
の
先
駆
で
も
あ
っ
た）

89
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
三
國
時
代
の
評
價
は
、
漢
を
滅
ぼ
し
た
曹
魏
に
厳
し
く
、
漢
を
継
承
し
た
季
漢
を
尊
重
す
る
も
の
と
な
る
。『
世
說
新
語
』

賢
媛
第
十
九
は
、「
曹
丕
は
、
曹
操
の
死
後
、
そ
の
宮
女
を
す
べ
て
自
分
の
も
の
と
し
、
曹
丕
の
見
舞
い
に
来
た
卞
皇
太
后
は
そ
れ
に
気

づ
く
と
、「
犬
や
鼠
で
も
曹
丕
の
食
べ
滓
は
食
ら
わ
な
い
」
と
言
っ
た
」
と
伝
え
る
。
劉
孝
標
注
は
、『
三
國
志
』
に
も
裴
注
に
も
伝
わ
ら

な
い
こ
の
話
の
典
拠
を
示
さ
な
い
。
卞
皇
太
后
の
言
葉
そ
の
も
の
は
、『
漢
書
』
卷
九
十
八 

元
后
傳
に
依
拠
す
る
。
仮
譎
篇
の
冒
頭
五
話

を
曹
操
が
独
占
す
る
よ
う
に
、『
世
說
新
語
』
は
曹
魏
に
極
め
て
批
判
的
で
あ
る）

90
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
漢
を
守
る
た
め
に
戦
い
続
け
た
諸
葛
亮
は
、
高
く
評
價
さ
れ
る
。

郗
司
空 

北
府
を
拜
す
。
王
黃
門 

郗
の
門
に
詣
る
。
拜
し
て
云
ふ
、「
應
變
の
將
略
、
其
の
長
ず
る
所
に
非
ず
」
と
。
驟し
ば

〻
之
を
詠
じ
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て
已
ま
ず
。
郗
倉 

嘉
賓
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
公
は
今
日 

拜
す
る
に
、
子
猷
の
言
語 

殊
に
不
遜
た
り
。
深
く
容
す
可
か
ら
ず
」
と
。

嘉
賓
曰
く
、「
此
は
是
れ
陳
壽
が
作
り
し
諸
葛
の
評
な
り
。
人 

汝
が
家
を
以
て
武
侯
に
比
す
、
復
た
何
の
言
ふ
所
あ
ら
ん
」
と）

91
（

。

　

郗
愔
（
郗
司
空
）
が
北
府
を
拝
命
す
る
と
、
王
徽
之
（
王
黃
門
）
は
、「
應
變
の
將
略
、
其
の
長
ず
る
所
に
非
ず
」
と
繰
り
返
し
た
。

失
礼
だ
と
い
う
郗
融
（
郗
倉
）
に
対
し
て
、
兄
の
郗
超
（
嘉
賓
）
は
、
諸
葛
武
侯
に
準
え
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
何
の
文
句
が
あ
ろ
う
と
言
っ

た
、
と
『
世
說
新
語
』
は
伝
え
る
。
言
葉
と
し
て
は
否
定
的
評
價
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
一
た
び
諸
葛
亮
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、

同
じ
く
評
さ
れ
る
こ
と
は
、
名
誉
な
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

あ
る
い
は
、『
世
說
新
語
』
方
正
第
五
は
、「
諸
葛
亮
が
司
馬
懿
を
挑
発
し
、
怒
っ
た
司
馬
懿
が
出
兵
し
よ
う
と
し
た
が
、
老
人
が
毅
然

と
し
た
態
度
で
軍
門
に
立
ち
、
軍
は
出
ら
れ
な
か
っ
た
。
諸
葛
亮
は
、「
必
ず
辛
佐
治
な
り
」
と
言
っ
た
」
と
伝
え
る
。
劉
孝
標
注
が
引

く
『
晉
陽
秋
』
の
言
い
た
い
こ
と
は
、
王
者
の
派
遣
し
た
者
に
は
逆
ら
え
な
い
、
と
い
う
世
の
識
者
の
訓
誡
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、『
世

說
新
語
』
は
、
そ
れ
を
諸
葛
亮
の
人
物
評
語
を
際
立
た
せ
る
話
に
改
変
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
世
說
新
語
』
は
、
西
晉
・
東
晉
の
貴
族
制
を
総
括
し
な
が
ら
、
王
導
・
謝
安
と
い
う
二
人
の
貴
族
の
理
想
像
を
掲
げ
、

劉
宋
下
で
も
貴
族
制
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
貴
族
の
あ
り
方
を
伝
え
た
。
ま
た
、
劉
宋
で
成
立
し
た
『
世
說
新
語
』
は
、
劉
す
な
わ
ち

後
漢
、
そ
れ
は
「
古
典
中
國
」
で
も
あ
る
が）

92
（

、
そ
れ
を
守
ろ
う
と
し
た
人
々
を
賛
美
す
る
。
こ
う
し
た
『
世
說
新
語
』
の
傾
向
は
、「
古

典
中
國
」
を
規
範
と
し
、
貴
族
制
を
な
お
残
す
唐
代
に
も
広
く
読
ま
れ
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
そ
し
て
、
漢
を
守
る
こ
と
を
賛
美
し
、

「
事
」
よ
り
も
「
語
」
を
重
視
す
る
『
世
說
新
語
』
は
、
後
漢
末
の
「
黨
人
」
や
「
名
士
」
を
高
く
評
價
す
る
点
に
お
い
て
、
そ
し
て
、

表
現
と
い
う
行
為
を
重
視
す
る
史
書
と
し
て
も
、
范
曄
の
『
後
漢
書
』
の
先
駆
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　
『
世
說
新
語
』
は
、
曹
魏
末
の
五
等
爵
制
の
施
行
に
よ
り
西
晉
期
に
成
立
し
て
い
た
国
家
的
身
分
制
で
あ
る
貴
族
制
に
対
し
て
、
本
来

的
な
貴
族
の
存
立
基
盤
で
あ
る
文
化
的
諸
價
値
、
具
体
的
に
は
基
礎
教
養
と
し
て
の
儒
敎
や
人
物
評
價
、
お
よ
び
諸
学
へ
の
兼
通
の
必
要

性
を
説
い
た
。
し
か
も
、
そ
う
し
た
内
容
を
『
論
語
』
の
「
四
科
」
を
篇
名
に
ま
と
め
、
貴
族
の
み
な
ら
ず
、
中
国
文
化
の
根
底
に
儒
敎

が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
『
世
說
新
語
』
は
、
そ
う
し
た
教
養
の
上
に
、
北
来
貴
族
が
卓
越
化
の
理
由
と
な
る
権
力
か
ら
の
自
律

性
を
保
つ
た
め
、
南
人
寒
門
に
実
務
を
任
せ
て
淸
談
に
励
み
、
閉
鎖
的
な
婚
姻
関
係
に
よ
り
郡
望
を
守
る
こ
と
を
肯
定
す
る
。

　

そ
れ
は
、『
顏
氏
家
訓
』
の
よ
う
に
、
貴
族
の
本
来
の
あ
り
方
を
見
つ
め
直
す
も
の
で
は
な
く
、
劉
宋
の
貴
族
制
を
積
極
的
に
肯
定
し
、

貴
族
を
存
立
さ
せ
る
根
本
と
な
っ
て
い
る
文
化
を
継
承
し
て
い
く
た
め
の
教
養
の
書
で
あ
る
。
劉
義
慶
は
、
そ
れ
を
宗
室
と
し
て
編
纂
す

る
こ
と
に
よ
り
、
貴
族
の
あ
り
方
を
総
括
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
ま
た
、
具
体
的
に
執
筆
に
当
た
っ
た
幕
僚
た
ち
は
、
劉
宋
で
も
貴
族

制
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
貴
族
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
書
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
こ
れ
が
、『
世
說
新
語
』
の
編
纂
目
的
で
あ
る
。

「
は
じ
め
に
」
で
掲
げ
た
川
勝
・
矢
淵
説
は
い
ず
れ
も
成
立
し
難
い
。

　
「
事
」
よ
り
も
「
語
」
を
重
ん
じ
る
こ
と
は
、
単
な
る
『
論
語
』
の
踏
襲
で
は
な
く
、
人
物
評
價
や
淸
談
、
あ
る
い
は
文
章
表
現
に
お

い
て
、「
語
」
を
必
要
不
可
欠
と
し
た
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
世
說
新
語
』
の
特
徴
で
あ
る
。『
世
說
新
語
』
は
、
貴
族
に
必
須
の
「
語
」

を
学
ぶ
た
め
に
書
か
れ
、
そ
し
て
読
ま
れ
た
。
こ
う
し
た
「
語
」
の
尊
重
は
、
劉
宋
の
特
徴
で
も
あ
る
。
後
漢
末
を
理
想
化
し
、
黨
人
や

名
士
を
貴
族
の
源
流
と
考
え
る
『
世
說
新
語
』
の
特
徴
を
継
承
し
た
范
曄
の
『
後
漢
書
』
は
、
列
女
傳
に
お
い
て
貞
節
で
は
な
く
蔡
琰
の
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文
章
を
尊
重
し
た）

93
（

。
内
藤
湖
南
は
、
原
史
料
の
文
章
を
書
き
換
え
た
と
『
後
漢
書
』
を
批
判
す
る
が
、
そ
れ
は
近
代
史
学
か
ら
の
批
判
に

過
ぎ
な
い）

94
（

。

　

正
し
さ
よ
り
も
表
現
行
為
の
價
値
を
重
視
す
る
『
世
說
新
語
』
は
、
や
が
て
『
後
漢
書
』
を
生
み
、
そ
れ
は
沈
約
『
宋
書
』
へ
と
継
承

さ
れ
る）

95
（

。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

1　

川
勝
義
雄
「「
世
説
新
語
」
の
編
纂
を
め
ぐ
っ
て

―
元
嘉
の
治
の
一
面
」（『
東
方
学
報
』(

京
都)

四
一
、
一
九
七
〇
年
、『
六
朝
貴
族
制
社
会

の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
に
所
収
）。
な
お
、
中
国
で
の
『
世
説
新
語
』
研
究
に
つ
い
て
は
、
劉
強
「
二
十
世
紀
《
世
説
新
語
》
研
究
綜
述
」

（『
文
史
知
識
』
二
〇
〇
〇
―
四
、
二
〇
〇
〇
年
）、
彭
開
秀
「
二
十
世
紀
《
世
説
新
語
》
研
究
綜
述
」（『
現
代
語
文
』
二
〇
一
〇
―
一
二
、
二
〇
一

〇
年
）、
孫
婷
「
近
三
十
年
来
《
世
説
新
語
》
研
究
綜
論
」（『
甘
粛
聯
合
大
学
学
報
』
社
会
科
学
版
、
二
〇
一
一
年
）、
高
娟
「
三
十
年
来
《
世
説
新
語
》

研
究
綜
論
」（『
江
漢
論
壇
』
二
〇
一
四
―
一
〇
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

2　

矢
淵
孝
良「
世
説
の
撰
者
に
つ
い
て

―
語
林
と
の
相
違
に
見
る
世
説
撰
者
の
立
場
」（『
中
国
貴
族
制
社
会
の
研
究
』京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、

一
九
八
七
年
）。
こ
の
ほ
か
、
宇
都
宮
清
吉
「
世
説
新
語
の
時
代
」（『
東
方
学
報
』（
京
都
）
一
〇
―
二
、
一
九
三
九
年
、『
漢
代
社
会
経
済
史
研
究
』

弘
文
堂
書
房
、
一
九
五
五
年
に
所
収
）
は
、
劉
義
慶
が
世
間
に
流
布
し
て
い
た
世
間
話
を
分
類
し
て
配
列
し
て
、
そ
の
ま
ま
文
章
化
し
た
と
す
る
。

3　

謝
公
云
、
金
谷
中
、
蘇
紹
最
勝
。
紹
是
石
崇
姉
夫
、
蘇
則
孫
、
愉
子
也
（『
世
說
新
語
』
品
藻
第
九
）。
な
お
『
世
說
新
語
』
は
、
先
行
す
る
多
く

の
校
訂
・
解
釈
を
継
承
し
、
自
ら
の
見
解
を
附
す
龔
斌
（
校
釈
）『
世
説
新
語
校
釈
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
に
依
拠
し
た
。

4　

劉
孝
標
の
注
が
、
先
行
す
る
史
敬
胤
ら
の
注
を
駆
逐
し
て
残
存
し
た
理
由
の
一
つ
に
、
そ
う
し
た
『
世
說
新
語
』
の
特
徴
に
即
し
た
注
の
付
け
方

が
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
劉
孝
標
注
に
関
す
る
諸
論
文
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「『
世
説
新
語
』
劉
孝
標
注
に
お
け
る
「
史
」
の
方
法
」（『
三
国

志
研
究
』
一
一
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。
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5　

現
在
に
伝
わ
る
『
世
說
新
語
』
の
版
本
は
、
す
べ
て
三
十
六
篇
（
三
卷
本
）
で
あ
る
が
、
古
く
は
三
十
八
篇
、
三
十
九
篇
、
四
十
五
篇
（
十
卷
本
）

な
ど
数
種
の
本
が
存
在
し
て
い
た
。『
世
說
新
語
』
の
書
名
や
版
本
・
伝
承
に
つ
い
て
は
、
大
矢
根
文
次
郎
「
世
説
の
原
據
と
そ
の
截
取
改
修
に
つ

い
て
」（『
東
洋
文
学
研
究
』
九
、
一
九
六
一
年
、『
世
説
新
語
と
六
朝
文
学
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
三
年
に
所
収
）、
渡
部
武
「『
世
説
新
語
』

以
前
の
『
世
説
』
伝
本
を
め
ぐ
る
問
題
」（『
安
田
学
園
研
究
紀
要
』
一
七
、
一
九
七
六
年
）、
八
木
沢
元
「
世
説
か
ら
新
書
・
新
語
へ
の
発
展

―

世
説
新
語
伝
本
考
」（『
鳥
居
久
靖
先
生
華
甲
記
念
論
集 

中
国
の
言
語
と
文
学
』
一
九
八
二
年
）、
范
子
燁
『『
世
説
新
語
』
研
究
』（
黒
竜
江
教
育
出

版
社
、
一
九
九
八
年
、
の
ち
『
中
古
文
学
研
究
・
魏
晉
風
度
伝
神
写
照

―《
世
説
新
語
》
研
究
』
世
界
図
書
出
版
西
安
有
限
公
司
、
二
〇
一
四
年

と
し
て
増
訂
再
版
）
な
ど
を
参
照
。
中
で
も
、
八
木
沢
論
文
に
は
、「
陳
の
顧
野
王
が
初
め
て
三
巻
三
十
六
篇
の
整
備
し
た
体
式
に
し
、
内
容
も
相

当
校
改
を
加
え
、『
世
説
新
書
』
と
命
名
し
て
」
新
テ
キ
ス
ト
を
世
に
送
っ
た
、
と
い
う
重
要
な
指
摘
が
あ
る
。
八
木
沢
は
こ
の
主
張
の
根
拠
を
明

示
し
な
い
が
、
劉
孝
標
注
に
は
劉
孝
標
の
執
筆
時
よ
り
、
話
の
収
録
場
所
が
動
か
さ
れ
た
痕
跡
が
残
る
。
た
と
え
ば
、
德
行
第
一
の
第
二
話
に
現
れ

る
周
子
居
に
つ
い
て
、
劉
孝
標
は
「
別
に
見
ゆ
」
と
記
す
。
周
子
居
は
、
こ
の
ほ
か
賞
譽
第
八
の
第
一
話
に
載
る
だ
け
で
、
そ
こ
の
劉
孝
標
注
に
は
『
汝

南
先
賢
傳
』
が
引
用
さ
れ
て
、
周
乘
（
子
居
は
字
）
の
伝
記
が
あ
る
。
劉
孝
標
注
の
「
別
見
」
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
後
の
篇
の
話
に
つ
け
た
注
を
指

す
例
が
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
は
前
の
篇
の
そ
れ
を
指
す
。
そ
も
そ
も
、
後
の
篇
の
話
に
つ
け
た
注
を
「
別
見
」
と
す
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
。

德
行
第
一
の
第
三
話
は
郭
泰
の
黃
憲
評
價
を
記
す
が
、
第
二
話
の
劉
孝
標
注
に
引
か
れ
た
『
典
略
』
に
は
、
黃
憲
の
詳
細
な
伝
記
が
あ
り
、
そ
れ
が

あ
る
こ
と
で
郭
泰
の
黃
憲
評
價
を
よ
り
よ
く
理
解
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
劉
孝
標
注
が
成
立
し
た
後
に
、『
世
說
新
語
』
の
話
、
あ
る
い
は
現
行

で
は
「
四
科
」
の
順
と
な
っ
て
い
る
篇
の
順
番
ま
で
も
が
変
更
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。
唐
抄
本
は
、
現
行
本
と
大
き
な
差
異
が
な
い
た
め
、
変
更

さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
八
木
沢
の
主
張
ど
お
り
、
陳
の
顧
野
王
の
時
と
考
え
ら
れ
る
。

6　

竹
内
肇
「「
世
説
新
語
」
に
お
け
る
人
間
性
の
問
題
１
」（『
茨
女
短
大
紀
要
』
一
七
、
一
九
九
〇
年
）
は
、『
論
語
』
だ
け
で
は
な
く
、『
漢
書
』

の
影
響
も
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
范
子
燁
『『
世
説
新
語
』
研
究
』（
前
掲
）
は
、
九
品
文
化
の
影
響
を
受
け
、
最
初
の
四
篇
が
「
上
上
」
で
そ
れ
以
下
、

三
十
三
か
ら
三
十
六
篇
の
「
下
下
」
ま
で
、
三
十
六
篇
の
『
世
說
新
語
』
が
四
篇
ず
つ
九
品
に
分
け
ら
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
。



『
世
說
新
語
』
の
編
纂
意
図

― 29 ―

7　

渡
邉
義
浩
「
所
有
と
文
化

―
中
国
貴
族
制
研
究
へ
の
一
視
角
」（『
中
国

―
社
会
と
文
化
』
一
八
、
二
〇
〇
三
年
、『
三
国
政
権
の
構
造
と
「
名

士
」』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
に
所
収
）。

8　

陳
仲
擧
、
言
爲
士
則
、
行
爲
世
範
。
登
車
攬
轡
、
有
澄
淸
天
下
之
志
。
爲
豫
章
太
守
、
至
便
問
徐
孺
子
所
在
、
欲
先
看
之
。
主
簿
白
、
羣
情
欲
府

君
先
入
廨
。
陳
曰
、
武
王
式
商
容
之
閭
、
席
不
暇
煖
。
吾
之
禮
賢
、
有
何
不
可
（『
世
說
新
語
』
德
行
第
一
）。

9　

陳
蕃
が
、
李
膺
と
共
に
後
漢
末
の
黨
人
の
指
導
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
渡
邉
義
浩
「
後
漢
時
代
の
黨
錮
に
つ
い
て
」（『
史
峯
』
六
、
一
九
九
一
年
、

『
後
漢
国
家
の
支
配
と
儒
教
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
五
年
に
所
収
）
を
参
照
。

10　
『
世
説
新
語
』
德
行
第
一
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
内
面
的
に
老
莊
的
表
現
を
し
な
が
ら
も
孝
・
愼
と
い
っ
た
儒
敎
思
想
が
存
在
す
る
と
い
う
松
田

克
之
佑
「
世
説
新
語
「
徳
行
」
篇
の
〈
徳
行
〉
に
関
す
る
一
考
察
」（『
跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
』
一
三
、
一
九
六
五
年
）、
陳
蕃
を
最
初
に
置
い
た

意
味
を
考
察
す
る
祁
凌
軍
「
従
《
世
説
新
語
・
徳
行
》
首
篇
看
東
漢
末
年
士
風
変
化
」（『
南
昌
高
専
学
報
』
二
〇
〇
九
―
一
、
二
〇
〇
九
年
）、
德

行
篇
に
描
か
れ
た
人
々
に
理
想
的
な
人
格
を
求
め
る
姚
素
華
「
従
《
世
説
新
語
・
徳
行
》
篇
論
漢
末
至
魏
晉
士
人
的
理
想
人
格
」（『
文
山
学
院
学
報
』

二
七
―
二
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
第
一
に
限
ら
ず
、『
世
説
新
語
』
の
徳
を
論
じ
た
も
の
に
、
村
上
嘉
実
「
魏
晉
に
お
け
る
徳
の

多
様
性
に
つ
い
て

―
世
説
新
語
の
思
想
」（『
鈴
木
博
士
古
稀
記
念
東
洋
学
論
叢
』
一
九
七
二
年
、『
六
朝
思
想
史
研
究
』
平
樂
寺
書
店
、
一
九
七

四
年
に
所
収
）
が
あ
る
。

11　
『
世
說
新
語
』
德
行
第
一
で
は
、
尚
賢
が
01
〜
13
・
15
・
16
・
26
・
27
・
30
・
34
、
孝
が
14
・
17
・
19
・
20
・
26
・
29
・
38
・
42
・
45
・
47
、
廉

が
18
・
21
・
22
・
24
・
25
・
27
・
32
・
40
・
44
、
恕
が
31
〜
33
、
忠
が
43
・
46
に
描
か
れ
て
い
る
（
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
話
数
を
示
す
。
以
下
同
）。

12　

人
物
評
價
が
貴
族
の
本
来
有
す
る
自
律
的
秩
序
の
表
現
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「『
山
公
啓
事
』
に
み
え
る
貴
族
の
自
律
性
」（『
中

国
文
化

―
研
究
と
教
育
』
六
七
、
二
〇
〇
九
年
、『
西
晉
「
儒
教
国
家
」
と
貴
族
制
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
に
所
収
）。

13　

西
晉
時
代
に
お
い
て
州
大
中
正
の
制
と
五
等
爵
制
が
結
合
し
て
、
国
家
的
身
分
制
と
し
て
の
貴
族
制
が
成
立
し
、
そ
れ
に
反
発
す
る
中
で
、
文
化

的
諸
價
値
の
専
有
を
本
来
的
な
貴
族
の
存
立
基
盤
と
し
て
尊
重
す
る
動
向
が
現
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「
西
晉
に
お
け
る
五
等
爵
制
と
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貴
族
制
の
成
立
」（『
史
学
雑
誌
』
一
一
六
―
三
、
二
〇
〇
七
年
、『
西
晉
「
儒
教
国
家
」
と
貴
族
制
』
前
掲
に
所
収
）
を
参
照
。

14　

人
物
評
價
に
つ
い
て
『
世
說
新
語
』
は
、
最
多
の
百
五
十
六
条
を
収
録
す
る
賞
譽
第
七
、
お
よ
び
品
藻
第
八
と
い
う
人
物
評
語
を
専
ら
扱
う
篇
を

設
け
て
い
る
。
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
る
人
物
評
語
が
概
ね
七
言
か
ら
四
言
、
そ
し
て
四
言
か
ら
様
々
な
文
字
数
へ
と
表
現
様
式
が
展
開
す
る
こ
と
、
ま

た
人
物
評
價
が
一
流
・
二
流
と
い
っ
た
貴
族
の
自
律
的
秩
序
を
表
現
し
続
け
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
人
物
評
價
に
支
え
ら
れ
た
謝
安
を

憚
っ
て
桓
溫
が
東
晉
を
簒
奪
で
き
な
か
っ
た
と
伝
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「『
世
説
新
語
』
に
お
け
る
人
物
評
價
の
展
開
」（『
六
朝
学

術
学
会
報
』
一
七
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

15　

曹
静
宜
「
従
《
世
説
新
語
・
言
語
》
篇
浅
論
魏
晉
人
的
論
辨
芸
術
」（『
安
徽
文
学
』
二
〇
〇
八
―
一
二
、
二
〇
〇
八
年
）
は
、
言
語
第
二
の
表
現

を
芸
術
と
し
て
把
握
す
る
。
ま
た
、
今
浜
通
隆
「
劇
談
と
黙
識

―『
世
説
新
語
』
の
「
言
語
」
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
中
国
古
典
研
究
』
二
〇
、

一
九
七
五
年
）
は
、
言
語
観
の
対
立
を
剔
出
す
る
。
な
お
、
吉
川
幸
次
郎
「
世
説
新
語
の
文
章
」（『
東
方
学
報
』（
京
都
）
一
〇
―
二
、
一
九
三
九
年
、

『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
七
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
に
所
収
）
は
、
言
語
篇
に
止
ま
ら
ず
、『
世
説
新
語
』
の
文
章
が
、
助
字
と
四
字
が
過
剰
で
、

古
典
に
は
見
え
な
い
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
創
造
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

16　

諸
名
士
共
至
洛
水
戲
。
還
樂
令
問
王
夷
甫
曰
、
今
日
戲
樂
乎
。
王
曰
、
裴
僕
射
善
談
名
理
、
混
混
有
雅
致
。
張
茂
先
論
史
・
漢
、
靡
靡
可
聽
。
我

與
王
安
豐
說
延
陵
・
子
房
、
亦
超
超
玄
著
（『
世
說
新
語
』
言
語
第
二
）。

17　

裴
頠
の
崇
有
論
を
玄
學
に
含
め
る
こ
と
は
、
堀
池
信
夫
「
裴
頠
『
崇
有
論
』
考
」（『
筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
系
論
集
』
昭
和
五
十
年
度
、
一
九

七
六
年
、『
漢
魏
思
想
史
研
究
』
明
治
書
院
、
一
九
八
八
年
に
所
収
）
を
参
照
。
な
お
、
崇
有
に
つ
い
て
は
、
戸
川
芳
郎
「「
貴
無
」
と
「
崇
有
」

―
漢
魏
期
の
経
芸
」（『
漢
代
の
学
術
と
文
化
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
も
あ
る
。

18　

張
華
と
そ
の
著
書
『
博
物
志
』
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「
張
華
『
博
物
志
』
の
世
界
観
」（『
史
滴
』
三
六
、
二
〇
一
四
年
、『
三
国
志
よ
り
み

た
邪
馬
台
国

―
国
際
関
係
と
文
化
を
中
心
と
し
て
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
六
年
に
所
収
）
を
参
照
。

19　

陸
機
の
「
弔
魏
武
帝
文
」
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「
陸
機
の
君
主
観
と
「
弔
魏
武
帝
文
」」（『
漢
学
会
誌
』
四
九
、
二
〇
一
〇
年
、『
西
晉
「
儒
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教
国
家
」
と
貴
族
制
』
前
掲
に
所
収
）
を
参
照
。 

20　

鄭
玄
の
中
心
的
な
学
説
で
あ
る
六
天
說
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「
鄭
箋
の
感
生
帝
説
と
六
天
説
」（『
両
漢
に
お
け
る
詩
と
三
伝
』
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
七
年
、『
後
漢
に
お
け
る
「
儒
教
国
家
」
の
成
立
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
に
所
収
）、
鄭
玄
が
『
尙
書
中
候
』
に
示
さ
れ
た
太
平
を
目
指

し
た
こ
と
は
、
間
嶋
潤
一
『
鄭
玄
と
『
周
礼
』―
周
の
太
平
国
家
の
構
想
』（
明
治
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）、
鄭
玄
學
の
特
徴
で
あ
る
經
典
解
釈
へ

の
緯
書
の
援
用
に
つ
い
て
は
、
池
田
秀
三
「
緯
書
鄭
氏
学
研
究
序
説
」（『
哲
学
研
究
』
五
四
八
、
一
九
八
三
年
）
を
参
照
。

21　

鄭
玄
欲
注
春
秋
傳
、
尙
未
成
。
時
行
與
服
子
愼
遇
宿
客
舎
、
先
未
相
識
。
服
在
外
、
車
上
與
人
說
己
注
傳
意
。
玄
聽
之
良
久
、
多
與
己
同
。
玄
就

車
與
語
曰
、
吾
久
欲
注
、
尙
未
了
。
聽
君
向
言
、
多
與
吾
同
。
今
當
盡
以
所
注
與
君
。
遂
爲
服
氏
注
（『
世
說
新
語
』
文
學
第
四
）。

22　
『
北
史
』
卷
八
十
一 

儒
林
傳
序
。
な
お
、
実
際
に
も
經
文
に
対
す
る
解
釈
が
な
い
服
虔
注
よ
り
も
杜
預
注
の
評
價
が
高
か
っ
た
こ
と
は
、
野
間
文

史
『
五
経
正
義
の
研
究

―
そ
の
成
立
と
展
開
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。

23　

周
麗
芳
・
秦
躍
宇
「
従
《
世
説
新
語
・
文
学
》
論
魏
晉
学
術
之
嬗
変
」（『
忻
州
師
範
学
院
学
報
』
二
六
―
一
、
二
〇
一
〇
年
）
は
、
文
學
第
四
が

經
學
が
衰
退
し
玄
學
・
佛
學
の
台
頭
を
表
現
し
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
、
蘇
亮
「
略
論
《
世
説
新
語
》
的
文
学
批
評
文
献
價
値

―
以
《
世
説
新
語
・

文
学
》
為
例
」（『
太
原
大
学
教
育
学
院
学
報
』
二
七
増
刊
号
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
文
学
批
評
に
注
目
す
る
。

24　

阮
宣
子
有
令
聞
。
太
尉
王
夷
甫
見
而
問
曰
、
老
莊
與
聖
敎
同
異
。
對
曰
、
將
無
同
。
太
尉
善
其
言
、
辟
之
爲
掾
。
世
謂
三
語
掾
（『
世
說
新
語
』

文
學
第
四
）。

25　
『
世
說
新
語
』
に
お
け
る
「
淸
談
」
に
つ
い
て
は
、
林
田
愼
之
助
「『
世
説
新
語
』
の
清
議
と
清
談
」（『
学
林
』
二
八
・
二
九
、
一
九
九
八
年
、『
六

朝
の
文
学
覚
書
』
創
文
社
、
二
〇
一
〇
年
に
所
収
）、
方
碧
玉
『
魏
晉
人
物
品
評
風
尚
探
究

―
以
《
世
説
新
語
》
為
例
』（
花
木
蘭
文
化
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年
）、
淸
議
と
淸
談
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
唐
長
孺
「
清
談
与
清
議
」（『
魏
晉
南
北
朝
史
論
叢
』
三
聯
出
版
、
一
九
五
五
年
）
を
参
照
。

26　

舊
云
、
王
丞
相
過
江
左
、
止
道
聲
無
哀
樂
・
養
生
・
言
盡
意
三
理
而
已
。
然
宛
轉
關
生
、
無
所
不
入
（『
世
說
新
語
』
文
學
第
四
）。

27　
「
聲
無
哀
樂
論
」
論
に
つ
い
て
は
、
堀
池
信
夫
「
嵆
康
『
声
無
哀
樂
論
』
考

│
音
樂
論
の
立
場
か
ら
」（『
筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
系
論
集
』
六
、
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一
九
八
一
年
）、「
養
生
」
論
に
つ
い
て
は
、
堀
池
信
夫
「
嵆
康
に
お
け
る
信
仰
と
社
会

│
向
秀
と
の
「
養
生
論
」
論
争
を
中
心
と
し
て
」（『
歴
史

に
お
け
る
民
衆
と
文
化
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
）、「
言
盡
意
」
論
に
つ
い
て
は
、
和
久
希
「
言
尽
意
・
言
不
尽
意
論
考
」（『
中
国
文
化

―

研
究
と
教
育
』
六
六
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

28　
「
淸
談
亡
国
論
」
を
乘
り
越
え
て
、『
世
說
新
語
』
が
玄
學
を
基
本
と
す
る
淸
談
を
守
ろ
う
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「『
世
説
新
語
』

に
お
け
る
貴
族
的
價
値
観
の
形
成
」（『
中
国
文
化

―
研
究
と
教
育
』
七
四
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

29　
『
世
說
新
語
』
文
學
第
四
は
、
何
晏
が
淸
談
の
勝
「
理
」
を
王
弼
に
反
論
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
難
に
よ
り
屈
し
た
が
、
王
弼
の
「
理
」
は
難
に
屈
し

な
か
っ
た
話
、
お
よ
び
裴
遐
が
王
家
・
裴
家
の
子
弟
と
郭
子
松
の
淸
談
を
「
名
理
」
に
よ
っ
て
ま
と
め
た
話
な
ど
、
清
談
が
「
理
」
を
重
視
し
た
こ

と
を
伝
え
る
。
魏
晉
以
来
、
哲
学
の
方
向
が
「
理
」
に
向
か
う
こ
と
は
、
加
賀
栄
治
『
中
国
古
典
解
釈
史
』
魏
晉
篇
（
頸
草
書
房
、
一
九
六
四
年
）、

儒
敎
に
お
い
て
も
王
肅
が
鄭
玄
の
宗
教
性
へ
の
批
判
の
根
拠
を
「
理
」
に
求
め
た
こ
と
は
、
渡
邉
義
浩
「
王
肅
の
祭
天
思
想
」（『
中
国
文
化

―
研

究
と
教
育
』
六
六
、
二
〇
〇
八
年
、『
西
晉
「
儒
教
国
家
」
と
貴
族
制
』
前
掲
に
所
収
）
を
参
照
。

30　

殷
中
軍
雖
思
慮
通
長
、
然
於
才
性
偏
精
。
忽
言
及
四
本
、
便
若
湯
池
・
鐵
城
、
無
可
攻
之
勢
（『
世
說
新
語
』
文
學
第
四
）。

31　
「
才
性
四
本
論
」と
魏
晉
南
北
朝
時
代
の
性
說
の
中
心
で
あ
る
性
三
品
說
、そ
し
て
官
僚
登
用
制
度
で
あ
る
九
品
中
正
制
度
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

渡
邉
義
浩
「
九
品
中
正
制
度
と
性
三
品
説
」（『
三
国
志
研
究
』
一
、
二
〇
〇
六
年
、『
西
晉
「
儒
教
国
家
」
と
貴
族
制
』
前
掲
に
所
収
）
を
参
照
。

32　

建
安
文
學
以
降
に
お
け
る
文
學
の
展
開
と
儒
敎
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
『「
古
典
中
国
」
に
お
け
る
文
学
と
儒
教
』（
汲
古
書
院
、
二

〇
一
五
年
）
を
参
照
。

33　

簡
文
稱
許
掾
云
、
玄
度
五
言
詩
、
可
謂
妙
絕
時
人
（『
世
說
新
語
』
文
學
第
四
）。

34　

習
鑿
齒
史
才
不
常
。
宣
武
甚
器
之
。
未
三
十
、
便
用
爲
荊
州
治
中
。
鑿
齒
謝
牋
亦
云
、
不
遇
明
公
、
荊
州
老
從
事
耳
。
後
至
都
、
見
簡
文
返
命
。

宣
武
問
、
見
相
王
何
如
。
答
云
、
一
生
不
曾
見
此
人
。
從
此
忤
旨
、
出
爲
滎
陽
郡
、
性
理
遂
錯
。
於
病
中
猶
作
漢
晉
春
秋
、
品
評
卓
逸
（『
世
說
新
語
』

文
學
第
四
）。
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35　

司
馬
遷
が
『
春
秋
』
に
基
づ
き
『
太
史
公
書
』
を
著
し
武
帝
を
誹
謗
し
て
い
る
、
と
批
判
す
る
班
固
が
、『
尙
書
』
を
規
範
に
『
漢
書
』
を
著
し
、

漢
を
賛
美
し
た
こ
と
は
、
渡
邉
義
浩
「『
漢
書
』
に
お
け
る
『
尚
書
』
の
継
承
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
六
一
―
一
、
二
〇
一

六
年
）
を
参
照
。

36　

唐
に
お
け
る
正
史
の
編
纂
が
、
史
と
い
う
文
化
價
値
を
君
主
に
収
斂
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
浅
見
直
一
郎
「
中
国
の
正
史
編
纂

―
唐
朝

初
期
の
編
纂
事
業
を
中
心
に
」（『
京
都
橘
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
一
九
、
一
九
九
二
年
）
を
参
照
。

37　

仁
と
孝
は
、
１
・
２
・
３
・
11
・
17
、
人
事
は
、
５
・
７
・
８
・
12
・
16
・
24
で
語
ら
れ
て
い
る
。

38　

王
・
劉
與
林
公
共
看
何
驃
騎
。
驃
騎
看
文
書
不
顧
之
。
王
謂
何
曰
、
我
今
故
與
林
公
來
相
看
。
望
卿
擺
撥
常
務
、
應
對
共
言
。
那
得
方
低
頭
看
此
邪
。

何
曰
、
我
不
看
此
、
卿
等
何
以
得
存
。
諸
人
以
爲
佳
（『
世
說
新
語
』
政
事
第
三
）。

39　

何
充
が
南
人
出
身
の
寒
門
で
あ
り
な
が
ら
、
王
導
に
評
價
さ
れ
て
貴
族
社
会
に
迎
え
ら
れ
、
そ
れ
で
も
実
務
を
重
視
し
続
け
る
背
景
に
南
北
問
題

が
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「『
世
説
新
語
』
に
お
け
る
王
導
の
表
現
と
南
北
問
題
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』

六
二
―
一
、
近
刊
）
を
参
照
。

40　

孫
盛
の
歴
史
評
價
に
つ
い
て
は
、
蜂
屋
邦
夫
「
孫
盛
の
歴
史
評
と
老
子
批
判
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
八
一
、
一
九
八
〇
年
）、
宮
岸
雄
介
「
魏

晉
の
史
学
思
想

―
孫
盛
・
干
宝
を
中
心
に
」（『
富
士
大
学
紀
要
』
三
一
―
一
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。

41　

兼
通
す
べ
き
も
の
は
、
玄
學
・
文
學
・
史
學
だ
け
で
は
な
く
、
道
敎
・
佛
敎
も
そ
う
で
あ
っ
た
。『
世
說
新
語
』
排
調
第
二
十
五
は
、
郗
家
が
道
敎
、

何
家
が
佛
敎
を
信
奉
し
て
財
産
を
貢
い
だ
こ
と
を
、
謝
萬
が
「
道
佛
に
諂
っ
て
い
る
」
と
批
判
し
た
、
と
伝
え
る
。
こ
の
よ
う
に
『
世
說
新
語
』
は
、

一
つ
の
宗
教
に
入
れ
込
む
の
で
は
な
く
、
芸
術
を
含
め
て
多
く
の
文
化
に
兼
通
す
る
こ
と
を
良
し
と
し
て
い
る
。

42　

渡
邉
義
浩
「
所
有
と
文
化

―
中
国
貴
族
制
研
究
へ
の
一
視
角
」（『
中
国

―
社
会
と
文
化
』
一
八
、
二
〇
〇
三
年
、『
三
国
政
権
の
構
造
と
「
名

士
」』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
に
所
収
）。

43　

人
物
評
價
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「『
世
説
新
語
』
に
お
け
る
人
物
評
語
の
展
開
」（『
六
朝
学
術
学
会
報
』
一
七
、
二
〇
一
六
年
）、
南
北
問
題
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に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「『
世
説
新
語
』
に
お
け
る
王
導
の
表
現
と
南
北
問
題
」（
前
掲
）
を
参
照
。

44　

渡
邉
義
浩
「『
世
説
新
語
』
に
お
け
る
貴
族
的
價
値
観
の
形
成
」（
前
掲
）。

45　

嵆
中
散
旣
被
誅
、
向
子
期
擧
郡
計
入
洛
。
文
王
引
進
、
問
曰
、
聞
君
有
箕
山
之
志
、
何
以
在
此
。
對
曰
、
巢
・
許
狷
介
之
士
、
不
足
多
慕
。
王
大

咨
嗟
（『
世
說
新
語
』
言
語
第
二
）。

46　

許
由
・
巢
父
に
つ
い
て
は
、
小
林
昇
「
許
由
・
巣
父
説
話
考
」（『
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
』
五
九
、
一
九
七
一
年
、『
中
国
・
日
本
に
お
け
る
歴
史
観

と
隠
逸
思
想
』
早
稲
田
大
学
出
版
社
、
一
九
八
三
年
に
所
収
）
を
参
照
。

47　

文
王
問
曰
、
聞
君
有
箕
山
之
志
、
何
能
自
屈
。
秀
曰
、
常
謂
彼
人
不
逹
堯
意
、
本
非
所
慕
也
。
一
坐
皆
說
。
隨
次
轉
至
黃
門
侍
郞
、
散
騎
常
侍
（『
世

說
新
語
』
言
語
第
二
注
引
『
向
秀
別
傳
』）。

48　
『
世
說
新
語
』
識
鍳
第
七
は
、
劉
孝
標
注
が
種
本
と
し
て
掲
げ
る
『
文
士
傳
』
で
は
、
武
帝
が
山
濤
を
「
山
少
傅
名
言
」
と
評
價
し
た
と
伝
わ
る

も
の
を
、「
皆
曰
、
山
少
傅
乃
天
下
名
言
」
と
書
き
改
め
、
狀
に
相
応
し
い
四
言
の
人
物
評
價
に
す
る
と
共
に
、
評
價
の
主
体
を
「
皆
」
に
変
え
て

い
る
。「
竹
林
の
七
賢
」
の
評
價
を
君
主
に
行
わ
せ
な
い
こ
と
で
、
そ
の
自
律
性
を
守
ろ
う
と
す
る
『
世
說
新
語
』
の
表
現
を
こ
こ
に
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

49　

曹
魏
の
明
帝
期
に
高
堂
隆
を
中
心
に
鄭
玄
學
を
採
用
す
る
と
共
に
、
曹
氏
を
舜
の
後
裔
と
主
張
し
た
こ
と
は
、
渡
邉
義
浩
「
三
国
時
代
に
お
け
る

「
公
」
と
「
私
」」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
五
五
、
二
〇
〇
三
年
、『
三
国
政
権
の
構
造
と
「
名
士
」』
前
掲
に
所
収
）
を
参
照
。

50　

渡
邉
義
浩
「
呻
吟
す
る
魂 

阮
籍
」（『
中
華
世
界
の
歴
史
的
展
開
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
、『
三
国
政
権
の
構
造
と
「
名
士
」』
前
掲
に
所
収
）

を
参
照
。

51　
『
世
說
新
語
』
方
正
第
五
は
、
中
書
令
と
中
書
監
が
別
々
の
車
に
乘
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
を
君
主
権
力
に
お
も
ね
っ
た
荀
勖
を
和
嶠
が
嫌
っ
た

こ
と
に
求
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
劉
孝
標
注
が
種
本
と
し
て
掲
げ
る
曹
嘉
之
『
晉
紀
』
で
は
、
そ
の
理
由
を
和
嶠
が
張
り
合
っ
た
こ
と
に
求
め
、

荀
勖
の
君
主
権
力
へ
の
お
も
ね
り
は
記
さ
れ
な
い
。
こ
こ
で
も
『
世
說
新
語
』
は
、
自
律
性
を
損
な
う
貴
族
を
批
判
す
る
話
を
創
作
し
て
い
る
。
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52　

王
中
郞
年
少
時
、
江
虨
爲
僕
射
領
選
。
欲
擬
之
爲
尙
書
郞
。
有
語
王
者
。
王
曰
、
自
過
江
來
、
尙
書
郞
正
用
第
二
人
。
何
得
擬
我
。
江
聞
而
止
（『
世

說
新
語
』
方
正
第
五
）。

53　

王
導
の
南
北
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
掲
げ
た
渡
邉
義
浩
「『
世
説
新
語
』
に
お
け
る
王
導
の
表
現
と
南
北
問
題
」（
前
掲
）
の

ほ
か
、
渡
邉
義
浩
「『
抱
朴
子
』
の
歴
史
認
識
と
王
導
の
江
東
政
策
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
六
六
、
二
〇
一
四
年
）
も
参
照
。

54　

按
王
彪
之
別
傳
曰
、
彪
之
從
伯
導
、
謂
彪
之
曰
、
選
曹
擧
汝
爲
尙
書
郞
。
幸
可
作
諸
王
佐
邪
。
此
知
郞
官
、
寒
素
之
品
也
（『
世
說
新
語
』
方
正

第
五
注
）。

55　

九
品
官
制
下
に
お
け
る
官
の
淸
濁
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
市
定
『
九
品
官
人
法
の
研
究

―
科
挙
前
史
』（
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
五
六
年
、『
宮
崎

市
定
全
集
』
６
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
に
所
収
）
を
参
照
。

56　

も
ち
ろ
ん
、
父
の
王
述
が
尙
書
令
に
選
任
さ
れ
、
王
坦
之
が
就
く
べ
き
で
は
な
い
、
と
進
言
し
た
際
に
、
王
述
が
、「
人
は
お
前
の
方
が
優
れ
て

い
る
と
い
う
が
、
わ
た
し
に
は
劣
る
」
と
言
っ
た
と
伝
わ
る
よ
う
に
（『
世
說
新
語
』
方
正
第
五
）、
国
政
を
担
う
覚
悟
を
持
つ
北
来
貴
族
も
存
在
し
た
。

そ
れ
で
も
、
貴
族
の
主
流
は
、
王
導
や
王
坦
之
の
側
に
あ
っ
た
。

57　

越
智
重
明
『
魏
晉
南
朝
の
貴
族
制
』（
研
文
出
版
、
一
九
八
二
年
）。
南
朝
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
階
層
が
固
定
化
さ
れ
た
と
す
る
越
智
説
へ
の
批

判
に
、
川
合
安
「
日
本
の
六
朝
貴
族
制
研
究
」（『
史
朋
』
四
〇
、
二
〇
〇
七
年
、『
南
朝
貴
族
制
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
年
に
所
収
）
が
あ
る
。

な
お
、
婚
姻
関
係
に
つ
い
て
は
、
矢
野
主
税
「
南
朝
に
お
け
る
婚
姻
関
係
」（『
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
』
二
二
、
一
九
七
三
年
）
も
参
照
。

58　

士
庶
区
別
に
つ
い
て
は
、
中
村
圭
爾
「『
士
庶
区
別
』
小
論

―
南
朝
貴
族
制
へ
の
一
視
点
」（『
史
学
雑
誌
』
八
八
―
二
、
一
九
七
九
年
、『
六
朝

貴
族
制
研
究
』
風
間
書
房
、
一
九
八
七
年
に
所
収
）
を
参
照
。

59　

劉
眞
長
、
王
仲
祖
共
行
。
日
旰
未
食
。
有
相
識
小
人
貽
其
餐
。
肴
案
甚
盛
、
眞
長
辭
焉
。
仲
祖
曰
、
聊
以
充
虛
、
何
苦
辭
。
眞
長
曰
、
小
人
都
不

可
與
作
緣
（『
世
說
新
語
』
方
正
第
五
）。

60　

劉
毅
の
九
品
中
正
制
度
批
判
の
持
つ
限
界
に
つ
い
て
は
、渡
邉
義
浩「
西
晉
に
お
け
る
五
等
爵
制
と
貴
族
制
の
成
立
」（『
史
学
雑
誌
』一
一
六
―
三
、
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二
〇
〇
七
年
、『
西
晉
「
儒
教
国
家
」
と
貴
族
制
』
前
掲
に
所
収
）
を
参
照
。

61　

王
脩
齡
嘗
在
東
山
甚
貧
乏
。
陶
胡
奴
爲
烏
程
令
。
送
一
船
米
遺
之
、
卻
不
肯
取
。
直
答
語
、
王
脩
齡
若
饑
、
自
當
就
謝
仁
祖
索
食
。
不
須
陶
胡
奴

米
（『
世
說
新
語
』
方
正
第
五
）。

62　

陶
侃
に
つ
い
て
は
、
楊
合
林
「
陶
侃
及
陶
氏
家
族
興
衰
与
門
閥
政
治
的
関
係
」（『
史
学
月
刊
』
二
〇
〇
四
―
七
、
二
〇
〇
四
年
）、
李
培
棟
「
陶

侃
評
伝
」（『
上
海
師
範
大
学
学
報
』
哲
学
社
会
科
学
版
、
一
九
八
〇
―
九
、
一
九
八
〇
年
）
を
参
照
。
ま
た
、『
世
説
新
語
』
に
記
さ
れ
た
陶
侃
に

つ
い
て
は
、
唐
萍
「
試
論
《
世
説
新
語
》
中
的
陶
侃
形
象
」（『
甘
粛
高
師
学
報
』
一
三
―
一
、
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。

63　

諸
葛
恢
大
女
、
適
太
尉
庾
亮
兒
、
次
女
適
徐
州
刺
史
羊
忱
兒
。
亮
子
被
蘇
峻
害
、
改
適
江
虨
。
恢
兒
娶
鄧
攸
女
。
于
時
謝
尙
書
求
其
小
女
婚
、
恢

乃
云
、
羊
・
鄧
是
世
婚
。
江
家
我
顧
伊
、
庾
家
伊
顧
我
。
不
能
復
與
謝
裒
兒
婚
。
及
恢
亡
、
遂
婚
。
於
是
王
右
軍
、
往
謝
家
看
新
婦
、
猶
有
恢
之
遺
法
。

威
儀
端
詳
、
容
服
光
整
。
王
歎
曰
、
我
在
遣
女
、
裁
得
爾
耳
（『
世
說
新
語
』
方
正
第
五
）。

64　

し
た
が
っ
て
、
離
婚
は
、
排
他
的
婚
姻
関
係
を
揺
る
が
す
危
険
な
行
為
で
あ
っ
た
。『
世
說
新
語
』
傷
逝
第
十
七
に
は
、
王
珣
兄
弟
が
み
な
謝
氏

か
ら
嫁
を
娶
り
、
謝
安
も
王
氏
か
ら
嫁
を
娶
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
離
婚
し
た
た
め
、
王
・
謝
両
家
が
仲
違
い
し
た
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

65　

王
文
度
爲
桓
公
長
史
。
桓
爲
兒
求
王
女
。
王
許
咨
藍
田
。
旣
還
。
藍
田
愛
念
文
度
、
雖
長
大
、
猶
抱
著
膝
上
。
文
度
因
言
、
桓
求
己
女
婚
。
藍
田

大
怒
、
排
文
度
下
膝
曰
、
惡
見
文
度
已
復
癡
、
畏
桓
溫
面
。
兵
、
那
可
嫁
女
與
之
。
文
度
還
報
云
、
下
官
家
中
、
先
得
婚
處
。
桓
公
曰
、
吾
知
矣
。

此
尊
府
君
不
肯
耳
。
後
桓
女
、
遂
嫁
文
度
兒
（『
世
說
新
語
』
方
正
第
五
）。

66　

田
余
慶
『
東
晉
門
閥
政
治
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）。

67　

桓
溫
に
つ
い
て
は
、
金
民
寿
「
桓
温
か
ら
謝
安
に
至
る
東
晉
中
期
の
政
治

―
桓
温
の
府
僚
を
中
心
と
し
て
」（『
史
林
』
七
五
、
一
九
九
二
年
）、

李
済
滄
「
東
晉
中
期
の
貴
族
政
治
と
江
南
豪
族
社
会

―
桓
温
・
謝
安
の
政
治
を
め
ぐ
っ
て
」（『
東
洋
史
苑
』
六
六
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

68　

八
王
の
乱
が
寒
門
・
寒
人
の
上
昇
運
動
と
異
民
族
の
自
立
を
要
因
と
し
た
こ
と
は
、
渡
邉
義
浩
「
西
晉
「
儒
教
国
家
」
の
限
界
と
八
王
の
乱
」（『
東

洋
研
究
』
一
七
四
、
二
〇
〇
九
年
、『
西
晉
「
儒
教
国
家
」
と
貴
族
制
』
前
掲
に
所
収
）
を
参
照
。
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69　
『
世
說
新
語
』
が
「
淸
談
亡
国
論
」
を
否
定
し
、
淸
談
を
貴
族
の
價
値
と
し
て
尊
重
す
る
こ
と
は
、
渡
邉
義
浩
「『
世
説
新
語
』
に
お
け
る
貴
族
的

價
値
観
の
形
成
」（
前
掲
）
を
参
照
。。

70　

武
人
の
劉
裕
が
、
貴
族
と
い
か
な
る
関
係
を
結
ん
だ
か
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
先
行
研
究
を
整
理
し
、
自
ら
の
見
解
を
掲
げ
た
川
合
安
「
劉
裕
の

革
命
と
南
朝
貴
族
制
」（『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
九
、
二
〇
〇
三
年
、『
南
朝
貴
族
制
研
究
』
前
掲
に
所
収
）
を
参
照
。

71　

庾
道
季
詫
謝
公
曰
、
裴
郞
云
、
謝
安
謂
、
裴
郞
乃
可
不
惡
、
何
得
爲
復
飮
酒
。
裴
郞
又
云
、
謝
安
目
、
支
道
林
如
九
方
皐
之
相
馬
、
略
其
玄
黃
、

取
其
儁
逸
。
謝
公
云
、
都
無
此
二
語
、
裴
自
爲
此
辭
耳
。
庾
意
甚
不
以
爲
好
。
因
陳
東
亭
經
酒
壚
下
賦
。
讀
畢
、
都
不
下
賞
裁
。
直
云
、
君
乃
復
作

裴
氏
學
。
於
此
語
林
遂
廢
。
今
時
有
者
、
皆
是
先
寫
、
無
復
謝
語
（『
世
說
新
語
』
輕
詆
第
二
十
六
）。

72　

魯
迅
、
丸
尾
常
喜
（
訳
）『
中
国
小
説
の
歴
史
的
変
遷
』（
凱
風
社
、
一
九
八
七
年
）。
な
お
、
吉
川
幸
次
郎
「「
中
国
古
小
説
集
」
解
題
」（『
吉
川

幸
次
郎
全
集
』
第
一
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
）
も
、『
世
説
新
語
』
が
逸
話
と
い
う
事
実
の
記
録
で
あ
り
、
虚
構
を
意
識
と
せ
ぬ
こ
と
、
い

う
ま
で
も
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
劉
軍
「《
世
説
新
語
》
非
小
説
論
」（『
哈
爾
浜
工
業
大
学
学
報
』
社
会
科
学
版
二
〇
〇
〇
―
六
、
二
〇

〇
〇
年
）、
李
玉
芬
『
六
朝
志
人
小
説
研
究
』（
文
津
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
も
参
照

73　
『
世
說
新
語
』
に
注
を
つ
け
た
劉
孝
標
が
、
裴
松
之
か
ら
「
史
」
の
注
釈
の
付
け
方
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
は
、
渡
邉
義
浩
「『
世
説
新
語
』
劉
孝

標
注
に
お
け
る
「
史
」
の
継
承
」（
前
掲
）
を
参
照
。
そ
れ
が
、『
隋
書
』
經
籍
志
に
よ
り
「
小
說
」
類
と
さ
れ
た
理
由
は
、
北
朝
系
の
唐
に
お
い
て
、

南
朝
貴
族
を
賛
美
す
る
本
書
が
嫌
悪
さ
れ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。

74　

晉
隆
和
中
、
河
東
裴
啓
、
撰
漢
魏
以
來
、
迄
于
今
時
、
言
語
・
應
對
之
可
稱
者
、
謂
之
語
林
。
時
人
多
好
其
事
、
文
遂
流
行
。
後
說
太
傅
事
不
實
。

而
有
人
於
謝
坐
、
敍
其
黃
公
酒
壚
、
司
徒
王
珣
爲
之
賦
。
謝
公
加
以
與
王
不
平
、
乃
云
、
君
遂
復
作
裴
郞
學
。
自
是
衆
咸
鄙
其
事
矣
。
…
…
謝
相
一
言
、

挫
成
美
於
千
載
、
及
其
所
與
、
崇
虛
價
於
百
金
。
上
之
愛
憎
・
與
奪
、
可
不
愼
哉
（『
世
說
新
語
』
輕
詆
第
二
十
六
注
『
續
晉
陽
秋
』）。

75　

謝
太
傅
於
東
船
行
。
小
人
引
船
、
或
遲
或
速
、
或
停
或
待
。
又
放
船
縱
橫
、
撞
人
觸
岸
。
公
初
不
呵
譴
。
人
謂
、
公
常
無
嗔
喜
。
曾
送
兄
征
西
葬
還
、

日
暮
雨
駛
、
小
人
皆
醉
、
不
可
處
分
。
公
乃
於
車
中
、
手
取
車
柱
撞
馭
人
、
聲
色
甚
厲
。
夫
以
水
性
沈
柔
、
入
隘
奔
激
。
方
之
人
情
、
固
知
、
迫
隘
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之
地
、
無
得
保
其
夷
粹
（『
世
說
新
語
』
尤
悔
第
三
十
三
）。

76　
『
世
說
新
語
』
紕
漏
第
三
十
四
に
、
謝
朗
が
、
屋
根
の
上
で
ね
ず
み
を
燻
そ
う
と
し
て
笑
わ
れ
て
い
る
者
が
父
と
は
知
ら
ず
、
面
白
が
っ
て
い
た

の
で
、
君
の
父
と
一
緒
に
笑
わ
れ
た
と
謝
安
が
話
し
、
父
で
あ
る
こ
と
を
遠
回
し
に
伝
え
た
話
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
他
と
は
体
裁
が
異
な
り
、
謝

安
の
行
い
は
、
情
け
あ
る
教
え
で
あ
る
、
と
い
う
撰
者
の
言
葉
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

77　

謝
萬
北
征
、
常
以
嘯
詠
自
高
、
未
嘗
撫
慰
衆
士
。
謝
公
甚
器
愛
萬
、
而
審
其
必
敗
、
乃
俱
行
。
從
容
謂
萬
曰
、
汝
爲
元
帥
。
宜
數
喚
諸
將
宴
會
、

以
說
衆
心
。
萬
從
之
、
因
召
集
諸
將
、
都
無
所
說
、
直
以
如
意
指
四
坐
云
、
諸
君
皆
是
勁
卒
。
諸
將
甚
忿
恨
之
。
謝
公
欲
深
著
恩
信
、
自
隊
主
・
將

帥
以
下
、
無
不
身
造
、
厚
相
遜
謝
。
及
萬
事
敗
、
軍
中
因
欲
除
之
。
復
云
、
當
爲
隱
士
。
故
幸
而
得
免
（『
世
說
新
語
』
簡
傲
第
二
十
四
）。

78　

謝
安
と
淝
水
の
戦
い
に
つ
い
て
は
、
鄒
国
慰
「
謝
安
淝
水
之
戦
前
的
政
治
活
動
」（『
固
原
師
範
学
報
』
一
九
九
八
―
五
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。

な
お
、
淝
水
の
戦
い
に
関
す
る
研
究
動
向
整
理
に
は
、
鄒
錦
良
「
二
十
年
来
淝
水
之
戦
相
関
問
題
研
究
綜
述
」（『
江
西
教
育
学
院
学
報
』
二
〇
一
三

―
四
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。

79　

東
晉
に
お
け
る
軍
事
力
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
川
勝
義
雄
「
東
晉
貴
族
制
の
確
立
過
程
」（『
六
朝
貴
族
制
社
会
の
研
究
』
前
掲
）
を
参
照
。

80　

王
令
詣
謝
公
、
値
習
鑿
齒
已
在
坐
。
當
與
併
榻
、
王
徙
倚
不
坐
。
公
引
之
與
對
榻
。
去
後
語
胡
兒
曰
、
子
敬
實
自
淸
立
。
但
人
爲
爾
多
矜
咳
、
殊

足
損
其
自
然
（『
世
說
新
語
』
忿
狷
第
三
十
一
）。

81　
「
襄
陽
の
習
氏
」
の
豪
族
と
し
て
の
勢
力
に
つ
い
て
は
、
上
田
早
苗
「
後
漢
末
期
の
襄
陽
の
豪
族
」（『
東
洋
史
研
究
』
二
八
―
四
、
一
九
七
〇
年
）、

楊
徳
炳
「
東
漢
至
南
北
時
期
荊
州
地
区
大
姓
豪
族
地
位
的
変
化
」（『
地
域
社
会
在
六
朝
政
治
文
化
上
所
起
的
作
用
』
玄
文
社
、
一
九
八
九
年
）
を
参
照
。

習
鑿
齒
に
つ
い
て
は
、
余
鵬
飛
『
習
鑿
齒
与
『
漢
晉
春
秋
』
研
究
』（
湖
北
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）、
そ
の
著
『
襄
陽
耆
旧
記
』
に
つ
い
て
は
、

永
田
拓
治
「『
襄
陽
耆
旧
記
』
に
み
え
る
襄
陽
意
識
」（『
中
国
都
市
論
へ
の
挑
動
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
が
あ
る
。

82　

渡
邉
義
浩
「『
世
説
新
語
』
に
お
け
る
王
導
の
表
現
と
南
北
問
題
」（
前
掲
）。

83　

桓
大
司
馬
乘
雪
欲
獵
、
先
過
王
・
劉
諸
人
許
。
眞
長
見
其
裝
束
單
急
問
、
老
賊
欲
持
此
何
作
。
桓
曰
、
我
若
不
爲
此
、
卿
輩
亦
那
得
坐
談
（『
世
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說
新
語
』
排
調
第
二
十
五
）。

84　

越
智
重
明
『
魏
晉
南
朝
の
政
治
と
社
会
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
劉
裕
は
宋
の
成
立
に
功
績
が
な
か
っ
た
貴
族
の
晉
爵
を

温
存
す
る
こ
と
は
例
外
的
で
、
自
己
へ
の
忠
誠
・
功
績
を
授
爵
の
基
準
に
し
た
、
と
い
う
。
国
家
的
身
分
制
と
し
て
の
貴
族
制
は
、
危
機
を
迎
え
て

い
た
の
で
あ
る
。

85　

渡
邉
義
浩
「『
世
説
新
語
』
に
お
け
る
貴
族
的
價
値
観
の
形
成
」（
前
掲
）。

86　

吉
川
忠
夫
「
顔
之
推
小
論
」（『
東
洋
史
研
究
』
二
〇
―
四
、
一
九
六
二
年
、『
六
朝
精
神
史
研
究
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
四
年
に
所
収
）。

87　

家
傳
に
つ
い
て
は
、
永
田
拓
治
「
漢
晉
期
に
お
け
る
「
家
伝
」
の
流
行
と
先
賢
」（『
東
洋
学
報
』
九
四
―
三
、
二
〇
一
二
年
）、
家
譜
に
つ
い
て
は
、

多
賀
秋
五
郎
「
古
譜
の
研
究
」（『
東
洋
史
学
論
集
』
第
四
、
不
昧
堂
書
店
、
一
九
五
五
年
）、
耆
舊
傳
に
つ
い
て
は
、
渡
部
武
「『
先
賢
伝
』『
耆
旧
伝
』

の
流
行
と
人
物
評
論
と
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
史
観
』
八
二
、
一
九
七
〇
年
）
を
参
照
。

88　

魏
文
帝
受
禪
、
陳
羣
有
慽
容
。
帝
問
曰
、
朕
應
天
受
命
、
卿
何
以
不
樂
。
羣
曰
、
臣
與
華
歆
服
膺
先
朝
。
今
雖
欣
聖
化
、
猶
義
形
於
色
（『
世
說

新
語
』
方
正
第
五
）。

89　

范
曄
の
後
漢
観
に
つ
い
て
は
、
吉
川
忠
夫
「
范
曄
と
後
漢
末
期
」（『
古
代
学
』
一
三
―
三
・
四
、
一
九
六
七
年
）
を
参
照
。

90　
『
世
說
新
語
』
の
三
國
評
價
に
つ
い
て
は
、
田
中
靖
彦
「『
世
説
新
語
』
の
三
国
描
写
と
劉
義
慶
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
五
九
、
二
〇
〇
七
年
、『
中

国
知
識
人
の
三
国
志
像
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
五
年
に
所
収
）
が
あ
る
。

91　

郗
司
空
拜
北
府
。
王
黃
門
詣
郗
門
。
拜
云
、
應
變
將
略
、
非
其
所
長
。
驟
詠
之
不
已
。
郗
倉
謂
嘉
賓
曰
、
公
今
日
拜
、
子
猷
言
語
殊
不
遜
。
深
不

可
容
。
嘉
賓
曰
、
此
是
陳
壽
作
諸
葛
評
。
人
以
汝
家
比
武
侯
、
復
何
所
言
（『
世
說
新
語
』
排
調
第
二
十
五
）。

92　
「
古
典
中
國
」
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「「
古
典
中
国
」
の
成
立
と
展
開
」（『
中
国
史
の
時
代
区
分
の
現
在
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

93　

渡
邉
義
浩
「
蔡
琰
の
悲
劇
と
曹
操
の
匈
奴
政
策
」（『
三
国
志
研
究
』
九
、
二
〇
一
四
年
、『「
古
典
中
国
」
に
お
け
る
文
学
と
儒
教
』
汲
古
書
院
、

二
〇
一
五
年
に
所
収
）
を
参
照
。
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94　

内
藤
虎
次
郎
『
支
那
史
学
史
』（
弘
文
堂
、
一
九
四
九
年
、『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
十
一
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
に
所
収
）。

95　

沈
約
『
宋
書
』
の
文
学
性
に
つ
い
て
は
、
稀
代
麻
也
子
『『
宋
書
』
の
な
か
の
沈
約

―
生
き
る
と
い
う
こ
と
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
を

参
照
。
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The Aims behind the Compilation of  
the Shishuo Xinyu

by Watanabe Yoshihiro

The Shishuo xinyu 世説新語 expounds the need for mastery of the cultural 

values constituting the foundations of the ver y existence of the authentic 

aristocrats at the time, as opposed to the aristocracy who formed part of the state-

sanctioned class system that was established during the Western Jin as a result of 

the introduction of a system of five grades of nobles in the late Cao Wei. These 

cultural values were specifically Confucianism and character evaluations, which 

formed the basic education of aristocrats, as well as the study of various other 

disciplines. Furthermore, the content of these values was encapsulated in the 

chapter titles of the Shishuo xinyu, which drew on the four subjects or disciplines 

mentioned in the Lunyu 論語, and it was shown that Confucianism lay at the root 

of not only the aristocracy but also Chinese culture. On the basis of this general 

learning, the Shishuo xinyu also affirmed the way in which the aristocrats from 

the north, in order to maintain their independence from power, which could act 

as a reason for superiority, entrusted practical affairs to lowly men of the south, 

applied themselves to “pure conversation” (qingtan 清談), and protected local 

influential families through closed marital relationships.

Unlike the Yanshi jiaxun 顔氏家訓, the Shishuo xinyu is not a work that 

reexamines the aristocracy’s original mode of being. Rather, it is an educational 

work the aim of which was to actively af firm the aristocracy of the Liu Song 

period and pass on the culture lying at the root of its very existence. By compiling 

the Shishuo xinyu under the aegis of the imperial household, Liu Yiqing 劉義慶 

aimed to provide a general summar y of the aristocrats’ mode of being. In 

addition, his staf f, who actually wrote it, also intended for it to become a work 

prescribing the mode of being of aristocrats so as to preserve the aristocracy in 
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the Liu Song too. These were the aims behind the compilation of the Shishuo 

xinyu.


